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「配偶者からの暴力」1（Ｄｏｍｅｓｔｉｃ Ｖｉｏｌｅｎｃｅ（ドメスティック・

バイオレンス）。以下「ＤＶ」という。）は、犯罪となる行為をも含む重大な人権侵

害ですが、外部からの発見が困難な家庭内で行われるため、潜在化しやすく、しか

も加害者に罪の意識が薄いという傾向があります。そのため、周囲も気づかないう

ちに暴力がエスカレートし、被害が深刻化しやすい特質があり、被害者の救済が必

ずしも十分ではない状態が長く続いてきました。 

 このような中、配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護を図ることを目的に、

平成 13 年 4 月、「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律」（平成

13 年 4 月 13 日法律第 31 号。以下「配偶者暴力防止法」という。）が成立し、平成

14 年 4 月から全面施行されました。 

名古屋市は、平成 11 年 9 月「女性に対する暴力」調査（「『女性に対する暴力』研

究会」に委託）を行い、平成 14 年 3 月には、「何人も、ドメスティック・バイオレ

ンス（配偶者等に対する身体又は精神に著しく苦痛を与える暴力その他の行為をい

う。）を行ってはならない。」と明記された「男女平等参画推進なごや条例」を制定

しました（平成 14 年 4 月施行）。 

平成 18 年度に開設された子ども青尐年局が、ＤＶ被害者支援を所管することにな

り、社会福祉事務所業務に児童虐待防止とあわせてＤＶ被害者等の女性の自立支援

に係る相談及び指導を明記するとともに、同年 6 月、社会福祉事務所に女性福祉相

談員を配置しました。 

平成 19年 7月から配偶者暴力相談支援センター業務を開始し各区社会福祉事務所

との緊密な連携のもとで、ＤＶ被害者支援を進めています。 

 名古屋市はこのような観点から、ＤＶ被害者とその子ども・親族の安心と安全に

配慮した総合的なＤＶ対策を積極的に推進することを目的に、「名古屋市配偶者から

の暴力防止及び被害者支援基本計画(第 2 次)」を策定し、ＤＶの根絶をめざします。 

  

 

 

 

 

                                                   
1  配偶者暴力防止法が定めている「配偶者」には、婚姻の届出をしていない事実婚を含む。男性、

女性を問わない。また離婚後（事実上離婚と同様の事情に入ることを含む。）も引き続き暴力を受

ける場合を含む。「暴力」には、「殴る」「蹴る」などの身体への暴力だけでなく、「人格を否定する

ような暴言をはく」「何を言っても無視して口をきかない」などの精神的暴力や「嫌がっているの

に性行為を強要する」「避妊に協力しない」などの性的暴力も含まれる。  

はじめに 
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            計画の策定にあたって 

 

 

 

 
配偶者暴力防止法により、保護命令2の制度や配偶者暴力相談支援センター3によ

る相談、一時保護等の業務が開始され、被害者支援体制が整備されつつあります。 

平成 16 年 6 月の第 1 次改正では、ＤＶの定義の拡大、保護命令制度の拡充、「配

偶者からの暴力の防止及び被害者の保護のための施策に関する基本的な方針」（平

成 16 年 12 月内閣府、国家公安委員会、法務省、厚生労働省告示。以下「基本方

針」という。）及び、都道府県における「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保

護のための施策の実施に関する基本的な計画」（以下「基本計画」という。）の策

定などが盛り込まれました。 

平成 19 年 7 月の第 2 次改正では、基本計画の策定と配偶者暴力相談支援センタ

ー業務の実施が、市町村の努力義務となりました。 

基本方針（平成 20 年 1 月改定）は、基本計画の基本的視点として「被害者の立

場に立った切れ目のない支援」及び「関係機関等の連携」「安全の確保への配慮」

「地域の状況の考慮」を求めています。また市町村基本計画における留意事項と

して、「身近な行政主体としての施策の推進」及び「既存の福祉施策等の十分な活

用」などをあげています。 

名古屋市においては、平成 21 年 3 月に「名古屋市配偶者からの暴力防止及び被

害者支援基本計画」（以下「名古屋市ＤＶ防止基本計画」という。）を策定し、総

合的なＤＶ対策に取り組んできました。同計画により、庁内関係部署の連携やＤ

Ｖ研修体制が進展しました。計画の期間が平成 23 年度で満了することから、庁内

外の関係機関･団体の更なる連携推進に向けて、第 2 次の名古屋市ＤＶ防止基本計

画を策定することといたしました。 

 

 

 

 

 

 

                                                   
2  被害者が配偶者や元配偶者からの身体に対する暴力や脅迫により、その生命又は身体に重大な

危害を受けるおそれが大きいときに、被害者の申立てにより、裁判所が一定期間、配偶者を被害

者から引き離すために発する命令。(1)被害者への接近禁止命令、(2)被害者への電話等禁止命令、

(3)被害者の同居の子への接近禁止命令、(4)被害者の親族等への接近禁止命令、(5)被害者と共

に生活の本拠としている住居からの退去命令、の５つの類型がある。 
3  配偶者暴力防止法（第 3 条）に定められているもので、ＤＶ被害者に対して相談、保護命令申

立支援、自立支援のための情報提供、また関係機関の連絡調整等を行う。  

１  策定の背景 

 

第 1 章 



- 5 - 

 

 

 

 
この名古屋市ＤＶ防止基本計画(第 2 次)は、配偶者暴力防止法第 2 条の 3 第 3 項

に基づく「市町村基本計画」であり、ＤＶ被害者とその子ども・親族の安心と安全

に配慮した総合的なＤＶ対策を積極的に推進することを目的に策定したものです。 

この目的を達成するために、「ＤＶ防止策の推進と暴力を許さない地域社会づく

り」「ＤＶ被害者への切れ目のない支援体制づくり」「総合的な推進体制づくり」

に取り組みます。 

 

 

 

 

（１）施策の策定・推進にあたっては、ＤＶ被害当事者の参画や意見を尊重します。 

（２）ＤＶを防止すること及び、ＤＶ被害者の保護、自立支援は行政の責務です。 

（３）ＤＶは、犯罪となる行為をも含む重大な人権侵害です。 

（４）被害者は、自らの意思に基づき、安心・安全な生活を営む権利があります。 

（５）被害者は、国籍、年齢、障害の有無に関わらず支援を受ける権利があります。 

（６）被害者が本来持っている力を信頼しつつ、被害者の意思を尊重した支援が 

必要です。 

（７）ＤＶが行われている家庭の子どもや親族も被害者です。 

（８）施策の推進には、国、県、市町村等の関係機関と民間団体等の連携が不可欠

です。 

 

 

 

 
平成 23 年 5 月、「名古屋市配偶者からの暴力防止及び被害者支援基本計画（第

2 次）検討会議」を設置し、「名古屋市ＤＶ防止基本計画(第 2 次)」策定に向けて、

検討をしてきました。 

平成 23 年 7 月から、ＤＶ被害者支援現場の現状を把握し、支援者及び被害者が求

める支援策と、地域社会のＤＶ防止策を探り、計画策定の基礎資料とするため、支

援者及びＤＶ被害当事者への調査（ＤＶ被害者支援ニーズ調査）を実施しました。 

 

 

 

 
この計画の期間は、平成 24 年度から平成 27 年度までの 4 年間とします。 

計画期間中に法律及び基本方針が見直された場合や、新たに盛り込むべき事項

等が生じた場合は、必要に応じ見直します。 

２  策定の趣旨 

 

３  策定の基本的な視点 

 

４  策定のプロセス 

 

５  計画の期間 
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           配偶者暴力被害等の現状 

 

 

 

 

 

 

（１）ＤＶに関する理解度 

名古屋市中期戦略ビジョンの成果指標として、ＤＶが人権侵害になることの

理解度を掲げており、市民アンケートを実施しております。これによりますと、

「夫婦間における平手で打つや殴るふりをして脅すなどの行為が人権を侵害

する行為だと思う」と答えた人の割合は、平成 21 年度の 84.6％から、平成 23

年度には 86,8％と若干伸びてはいるものの、いまだＤＶについて理解されてい

ない現状があります。 

 

 

 

（２）ＤＶの被害実態 

平成 22 年 6 月に実施した第 7 回男女平等参画基礎調査では、人権に関わる 

意識と実態として、配偶者または恋人からの暴力の被害経験について、たずね

ています。 

この中では、「配偶者や恋人に殴られたり、けられること」が「1～2 回また

は何回もある」と答えた人の割合は、男性の 7.6％に対して、女性は 14.0％と

高くなっています。 

 

 

 

 

 

第２章 

１  暴力の被害経験等 
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また、平成 20 年 11 月の名古屋市のデートＤＶに関する調査では、交際経

験のある女子高校生・大学生の約 2 人に 1 人が、デートＤＶの被害経験があ

ることが明らかになりました。また性別役割分業意識について、男女平等指

向が強い者ほど暴力への感度は高く、暴力の許容度は低くなる傾向がみられ

ました。 

 

（３）支援ニーズ等 

ＤＶ被害者支援現場の現状を把握するなかから、支援者及び被害者が求め

る支援策と地域社会のＤＶ防止策を探り、「名古屋市ＤＶ防止基本計画(第 2

次)」策定の基礎資料とすることを目的に、支援者及びＤＶ被害当事者への調

査（ＤＶ被害者支援ニーズ調査）を実施しました。 

 

① 支援者調査について4 

ＤＶ被害者支援に関わる支援者に向けたアンケート調査を実施し、392 人

から回答を得ました。 

    アンケート項目は、「ＤＶ被害者への対応について」「加害者対応について」

「研修について」等です。 

「ＤＶ被害者への対応を迫られたことがあるか」という質問に対しては、

「数件もしくはそれ以上あった」と答えた人が 162 人あり、平成 20 年度のア

ンケートの 94 件と比較すると大幅に増えており、関係機関との連携が進んで

きていることがうかがわれます。 

また一方で、「加害者から被害者に関する情報を求められたことがある」と

答えた人が 161 人もあり、加害者対応に苦慮する支援現場の状況が明らかに

なりました。 

 

  

 

 

                                                   
4 金城学院大学杉本貴代栄教授にお願いしました。資料 6-1 参照。 
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② ＤＶ被害当事者ヒアリング調査について5 

関係機関・団体に対して、ヒアリング調査協力者募集のお願いを行いまし

た。  

17 名の方から協力の申し出があり、15 名の方のヒアリングを行いました。 

ヒアリング項目は、「ＤＶの実態」「子どもへの暴力」「被害を受けて困ったこ

と、悩んだこと」「相談期間等の対応等」「現在、困っていること」「支援につ

いて望むこと」「名古屋市の施策について」等です。 

ヒアリングでは、「ＤＶは、身体的なものだけではなく、精神的なものを含

んで、複合的な暴力であること」「子どもも被害を受けていること」「支援を

求めた先で、十分な対応が得られない場合もあったこと」「家を出たあともさ

まざまな生活上の困難を抱えていること」などが明らかになりました。 

 

 

   

 

 

 配偶者暴力相談支援センター等における相談延べ件数6は、平成 19 年度(4,873

件)と平成 22 年度（8,569 件）を比較すると、ほぼ倍増しています。 

面接相談の実人員は、平成 22 年度（1,484 人）は、平成 19 年度（983 人）の約

1.5 倍となっており、増加傾向にあります。 

  

 

  

  

 

 

 
                                                   
5 名古屋市立大学菊地夏野准教授にお願いしました。資料 6-2 参照。  
6 電話相談及び面接相談、出張相談の延べ件数 

２  ＤＶ相談状況 
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※平成 18 年 6 月社会福祉事務所における相談開始  

※平成 19 年 7 月配偶者暴力談センター業務開始  

※平成 19 年 7 月ＤＶ被害者ホットライン事業開始 

 

 

男女平等参画推進センター（つながれっとＮＡＧＯＹＡ）相談室では、「女性の

ための総合相談」として、電話相談、面接相談、弁護士や医師による専門相談を

実施しており、その中にはＤＶに関する相談も多く寄せられています。 

平成 15 年の開設以来、相談件数は 3,000 件前後に達しており、ＤＶ相談につい

ても相談件数全体の 25%を占め、継続して相談ニーズが高いことを示しています。 

 

 

  ※平成 15 年 6 月 つながれっと NAGOYA 相談室業務開始 

  ※相談件数は、電話相談、面接相談、専門相談の延べ件数 

（人） 
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計画の体系 

 
                                                  

 

                                                 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

          

 

 

 

 

 

基本方向 目 標 施策の方向 

  １ 

DV 防止策の

推進と暴力

を許さない

地域社会づ

くり 

(1)ＤＶへの 

理解推進 

及び 

防止意識の

向上 

①市民への意識啓発の推進 

②「デートＤＶ」防止教育の推進  

④相談を通じた啓発及び施策化の推進  

(2)ＤＶ被害の

発見 

⑥配偶者暴力に関する調査研究  

(3)相談・保護

体制の整備 

  ２ 

ＤＶ被害者

への切れ目

のない支援

体制づくり 

⑦通報体制の整備 

⑨配偶者暴力相談支援センターの調整  

機能の強化 

⑧早期発見のための関係者への周知 

⑩女性と子どもの福祉的支援体制の整備 

⑪緊急時における安全の確保の推進  

⑫子どもへの支援の充実 

⑤職員に向けたＤＶ理解の推進  

③外国籍や障害などに配慮した広報・啓発  

⑬安定的な住まいへの支援の充実 

⑭就業支援の充実 (5)就業などの

生活支援 

体制の整備 

⑯安心と安全に配慮した支援の充実 

⑮生活支援の充実 

(4)住まいへの

支援体制の

整備 

第３章 
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基本方向 目 標 施策の方向 

  ２ 

ＤＶ被害者

への切れ目

のない支援

体制づくり 

(6)こころと 

からだへの 

支援体制の 

整備 

⑰精神的な支援の充実 

⑱被害者を孤立させない支援体制の整備 

⑲外国籍被害者への支援体制の充実  

⑳高齢の被害者への支援体制の充実  

(7)外国籍被害

者・高齢の被

害者・障害の

ある被害者へ

の支援体制の

整備 
㉑障害のある被害者への支援体制の充実  

  ３ 

総合的な 

推進体制 

づくり 

(8)総合的な 

推進体制の

整備 

㉒市役所内における推進体制の整備 

㉓民間団体等との推進体制の整備 

㉔国・県の機関との連携・協力の推進 
(9)関係機関・

団体等の 

連携・協力の

推進 ㉕民間団体との連携・協力の推進 

(10)研修体制の

整備 

㉖二次的被害防止のための職務関係者研修

の充実 

㉘苦情処理の適正化 

(11)苦情への 

適切かつ迅速

な対応 

㉗支援者スキルアップ研修の実施  
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計画の内容 

 
 

 
 

 

目標（1）  ＤＶへの理解推進及び防止意識の向上                     

 
 

 

・基本方針は、ＤＶ防止の観点からは、男女の人権を尊重し、個人の尊厳を傷つ

ける暴力は許さないという意識を社会全体で共有していくことを、性別を問わ

ず求めています。 

 

・名古屋市は平成 23 年 3 月に、市民の誰もが性別にかかわりなく、安心して豊か

に暮らせる社会をめざして「名古屋市男女平等参画基本計画 2015」を策定し、

5 つの目標の最初に「男女の人権の尊重」を掲げるとともに、女性に対する暴

力根絶を重点項目の 1 つとして、性別により人権を侵害されることのない社会

の実現をめざしています。 

 

・国が提唱している「女性に対する暴力をなくす運動」（毎年 11 月 25 日に先立つ

2 週間）の取り組みとして、毎年、広く市民向けにＤＶへの理解をすすめ、防

止の重要性を知らせる講演会などを開催しています。 

 

・男女平等参画推進センター相談室では、女性のための総合相談として広く女性

の直面する悩みや問題を受け止めるなかで、ＤＶと認識していない被害者への

情報の提供、精神的な支援等を実施しています。また、被害者のニーズを踏ま

えた支援プログラムを開発し、セミナー等へ事業化することにより多くの市民

を対象に啓発や問題解決へ向けた取り組みを行っています。 

 

・ＤＶ被害者支援策の充実に向けて、名古屋市はこれまでさまざまな調査・研究

を行ってきました7。これらの調査結果などをもとに、ＤＶに関する市民意識の

向上や名古屋市男女平等参画推進センターの設置、女性福祉相談員の配置、名

古屋市配偶者暴力相談支援センター業務開始などのＤＶ被害者支援体制の整備

に取り組んできました。 

                                                   
7「 第 7 回男女平等参画基礎調査」（平成 22 年 6 月）、ＤＶ被害者支援ニーズ調査(平成 23 年 8

月) 

第４章 

基本方向１ ＤＶ防止策の推進と暴力を許さない地域社会づくり 

 

現状と課題 
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・暴力を許さない地域社会づくりのためには、現に被害を受けている人の救済・支

援に止まらず、ＤＶ理解の推進と防止意識の向上に向けて、広く市民向けのＤＶ

防止策を進めていく必要があります。 

 

 

 

 

① 市民への意識啓発の推進  
 

○ＤＶ被害の発見や防止のためには、支援関係者のみならず市民のＤＶ問題につ

いての理解が進む必要があります。暴力を許さない地域社会づくりに向けて、

ＤＶ防止ポスター・リーフレット・カードなどを作成・配布して、全市的な広

報などのＤＶ防止啓発に取り組みます。 

 

○男女平等参画推進室では、ＤＶ被害者や支援者に向けて、ＤＶ被害に関する支

援プログラムの開催や、ＤＶに関する情報を知らせるリーフレットを作成・配

布して、ＤＶ理解の促進につながるような広報・啓発活動に取り組みます。 

  

 

② 「デートＤＶ」防止教育の推進 

 

○配偶者からの暴力の防止に資するよう、男女平等の理念に基づく教育等を促進

するとともに、デートＤＶ防止の出張講座などを学校において実施し、大学・

高校などと連携して、若年層を対象にしたデートＤＶ防止教育をすすめます。 

 

○学校における啓発資材を作成・配布して、それぞれの成長発達段階に応じた男

女平等意識や人権意識の向上が図れるように意識啓発をすすめます。 

 

 

③ 外国籍や障害などに配慮した広報・啓発 
 

○外国籍や障害のある被害者に配慮したＤＶ防止等に関する点字版や多言語版リ

ーフレットを作成するなどして広報・啓発をすすめます。 

 
 ○社会福祉事務所は、外国籍や障害のある女性からの相談にも対応していきます。 

 

○名古屋市に住む外国籍の方の日常生活に役立つ情報を掲載した「名古屋生活ガ

イド」により、相談窓口の周知を図っていきます。 

  

施策の方向 
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④ 相談を通じた啓発及び施策化の推進 
 

○男女平等参画推進センター相談室では、多様な状況にあるＤＶ被害者の声を受

け止め、孤立を防ぎ、被害者のニーズに沿った支援について、関係機関と連携

しながら充実を図ります。 

 

○男性相談事業では、家族や仕事、人間関係について悩みや気持ちを受けとめる

とともに、男性のかかえる課題の把握に努めます。また、男性相談を通じて、

ＤＶ防止策として男性へのはたらきかけにも取り組みます。  

 

○平成 23 年度は関係機関と連携協力し、「女性の権利 110 番」、「ガールズホット

ライン」等のホットライン事業を実施しました。今後もホットライン事業を継

続し、特にデートＤＶなど若年層への相談機会の提供に努めます。 

 

 

⑤ 職員に向けたＤＶ理解の推進 
 

 ○名古屋市は市職員（新規採用者、新任係長、新任課長等）を対象に、男女平等

参画研修のなかで、ＤＶに対する理解がさらに深まるように努めます。 

 

○教職員に対しては、教育センターにおいて校（園）長研修会や教頭研修会を始

めとする各種研修会の中で「人権と教育」をテーマにした研修を実施します。 

 

 

⑥ 配偶者暴力に関する調査研究 
 

○名古屋市のＤＶ対策推進のために、男女平等参画基礎調査において、ＤＶ被害

者の実態を定期的に調査するなど、配偶者暴力に関する調査研究をすすめます。 

 

 

目標（2）  ＤＶ被害の発見                                        

 

 
 

・配偶者暴力防止法（第 6 条）は、一般人からの通報の努力義務と、被害者の意

思を尊重した上で、医師その他の医療関係者の通報を定めています。通報先は、

配偶者暴力相談支援センターと警察官です。 

 

現状と課題 
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・医師その他の医療関係者は、日常業務でＤＶ被害を発見しやすい立場にあるこ

とから、被害者の発見及び通報において積極的な役割が期待されており、医療

関係者からの通報は守秘義務違反に当たらないとされています。 

 

・ＤＶは、家庭内で行われることが多く、外部から発見することが困難であるう

え、被害者も加害者からの報復や家庭の事情等さまざまな理由から支援を求め

ることをためらいがちです。ＤＶ被害の早期発見と早期対応のために、関係機

関・団体の緊密な連携が必要です。 

 

 

 

 

 

⑦ 通報体制の整備 
 

○配偶者暴力相談支援センターは、ＤＶ被害を発見しやすい立場である名古屋市

医師会及び病院等の医療関係者向けのリーフレットを作成・配布するなど、医

療機関との連携をすすめます。 

 

○消防局では、ＤＶ被害者の通報について配偶者暴力相談支援センター等の関係

機関と連携して対応します。 

 

 

⑧ 早期発見のための関係者への周知 
 

○ＤＶ被害の早期発見・早期対応のために、学校、幼稚園、保育関係者、介護関

係者、民生委員・児童委員、人権擁護委員等との連携をすすめます。 

 

○ＤＶは家庭という密室で行われるため、潜在化しやすい傾向があり、ホームヘ

ルパーや保健師等は、居宅訪問など職務上、ＤＶ被害者に遭遇する可能性があ

ります。ＤＶ被害の発見と早期対応のために連携をすすめます。 

 

○民生委員・児童委員などの福祉関係者は、相談援助業務等を行うなかでＤＶ被

害者を発見しやすい立場にあることから、医療関係者に準じた対応が求められ

ます。 

 

○法務省の人権擁護機関は、ＤＶ事案を認知した場合は人権侵犯事件として調査

を行い、被害者の保護、救済に努めることとされていることから、連携をすす

めます。 

施策の方向

課題 
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目標（3）  相談・保護体制の整備                                       

 

 

 
・被害者の多くは孤立し、将来への不安を抱えています。ＤＶ被害の影響は、外

傷などの身体的影響だけではありません。繰り返される暴力のなかで、加害者

による心理的コントロールや追跡の恐怖、将来への不安や孤立感などのために、

ＤＶ被害の影響が増幅したり深刻化することもあります。被害者がもとの（夫

などの）家に戻ることもあります。 

 

・名古屋市では、「配偶者暴力相談支援センター」「社会福祉事務所」「男女平等参

画推進センター相談室」で、女性の相談に対応しています。 

 

・配偶者暴力相談支援センターは、配偶者暴力防止法に基づき、電話や面接によ

る相談のほか、保護命令申し立て支援や関係機関の総合調整などを行っていま

す。土日祝日の閉庁日は、「ＤＶ被害者ホットライン事業」により、電話相談を

行っています。 

 

・社会福祉事務所は、ＤＶも含めた女性の悩みごと相談を幅広く受け、福祉的支

援を行っています。 

 

・男女平等参画推進センター相談室では、家庭や職場、地域などで女性が直面す

るさまざまな問題について、相談者の気持ちを尊重しながら主体的な解決をめ

ざすとともに、相談の過程で見えてくる課題を事業に反映させるなど、女性の

人権を守る立場から、さまざまな相談に対応しています。 

 

・ＤＶ被害者とその子ども・親族の支援においては、相談への対応、保護、自立

支援等多くの段階にわたって、多様な関係機関等による切れ目のない支援が必

要です。 

 

・ＤＶ被害の特性を、関係機関・団体は十分に認識し、被害者を責めることなく、

安全への配慮をしながらその意思と選択を尊重した支援が必要です。 

 

・児童虐待相談対応のなかで、ＤＶ被害と児童虐待は深いつながりがあることか

ら、その重なりに留意した対応が必要となっています。 

 

基本方向２  ＤＶ被害者への切れ目のない支援体制づくり 

現状と課題 
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・被害者とその子どもの人権が尊重され、安心と安全が保障されるような相談・ 

 保護体制の整備に向けて、関係機関・団体の更なる連携が求められています。 

 

 

 

 

 

⑨ 配偶者暴力相談支援センターの調整機能の強化 
 

○配偶者暴力相談支援センターは、被害者の支援を行う上で中心的な役割を果た

す機関であり、被害者の立場に立った切れ目のない支援のために関係機関との

調整を行い、被害者のニーズに応じて適切な相談機関の紹介・周知に努めます。 

総合的な支援体制を整備するために、配偶者暴力相談支援センターの充実を図

り、調整機能を強化します。 

 

○配偶者暴力相談支援センターが通報を受けた場合で、その内容が児童虐待に当

たると思われるときは、児童相談所等の関係機関に通告するなど連携して対応

します。 

 

○関係機関連携カンファレンスを定期的に開催し、支援内容の充実をめざします。 

 

 

⑩ 女性と子どもの福祉的支援体制の整備 

  

○社会福祉事務所は、ＤＶ被害者の子どもが、直接、暴力の被害を受けている場

合は、警察や児童相談所等の関係機関と十分な連携を図ります。 

 
○ＤＶがある家庭で子どもが虐待を受けることもあれば、子どもが虐待を受けて

いる家庭でＤＶが行われているなど、ＤＶと児童虐待には深いつながりがあり

ます。ＤＶ被害と児童虐待の重なりに留意した相談体制を整備し、被害者とそ

の子ども・親族の安心と安全が確保できるように支援していきます。 

  

○被害者が諸手続きのために複数の窓口に出向いて繰り返しＤＶ被害について説

明すること等は、加害者に遭遇する危険性が高まる上、心理的にも、被害者に

とって大きな負担となることが指摘されています。被害者の安全確保と関係部

署の円滑な連携を図るために、ワンストップサービス（諸手続きを行うに際し

て、一定の場所に関係部署の担当者が出向くなど）について検討します。 

 

 

施策の方向 
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⑪ 緊急時における安全の確保の推進 
 

○ＤＶは被害者の生命身体の安全に直結する重大な問題であり、被害者やその子

ども・親族の安全確保を最優先にして支援します。 

 

○緊急時における安全の確保のために、「一時保護」の前に、緊急に保護を必要

とする被害者とその子ども・親族を対象に「緊急宿泊事業」を行います。 

  

○ＤＶ被害者のための民間シェルターを運営する団体に家賃補助を行い、緊急に

保護を必要とする被害者とその子ども・親族の安全確保に努めます。 

 

○市内の保護施設において被害者とその子ども・親族の緊急保護を行います。 

 

 

⑫ 子どもへの支援の充実 
 

○子どもは「ＤＶの目撃者として」「直接の被害者として」「ＤＶ被害者からの暴

力の被害者として」、さまざまな影響を受けています。児童虐待の防止等に関す

る法律は、子どもが同居する家庭において、ＤＶなど子どもに著しい心理的外

傷を与える言動を行うことは、児童虐待（心理的虐待）にあたるとしています。 

 

○児童相談所などの児童虐待に関係する機関・団体や保育所、学校、幼稚園、医

療機関、保健所などは、ＤＶの子どもへの影響を十分に考慮して、相互に連携

し、適切な対応に努めます。 

 

○被害者とその子どもの安全を確保するために、保育所や学校、幼稚園は、加害

者からの問い合わせ等に関しては、配偶者暴力相談支援センターと連携した対

応に努めます。 

 

○ＤＶのある環境から離れ、地域生活を始めたＤＶ被害者とその子どもたちの安

心とつながりを育み、親子関係の回復を目指して「親子支援プログラム事業」

を推進します。子育て支援策や母子施策と連携して、事業の定着を図ります。 

 

○外国籍被害者とその子どもが、安心して地域生活をおくることができるように、

「女性及び児童に対する通訳派遣事業」を実施します。 
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目標（4）  住まいへの支援体制の整備                                       

 

 

 

・被害者の自立を支援するためには、被害者の居住の安定を図ることは極めて重

要です。 

 

・公営住宅の入居については、国においては、収入認定や保証人の要否について、

被害者の実情を勘案して弾力的に運用するような配慮を求めています。また、

公営住宅の目的外使用の実施等について、被害者が単身若年者である場合も、

特段の配慮を行う必要がある、としています。 

 

 

 

 

 

⑬ 安定的な住まいへの支援の充実 

 

○国の通知に基づいて、ＤＶ被害者の居住の安定を図り、その自立を支援するた

め市営住宅への入居に際して、ひとり親世帯向け募集（福祉向け募集）や母子

生活支援施設の退所者に対するあっせんで対応するほか、市営住宅の目的外使

用許可による一時使用を実施します。 

 

 

目標（5）  就業などの生活支援体制の整備                                

 

 
  

 ・被害者の自立を支援する上で、被害者への就業支援を促進することが極めて重

要です。 

基本方針は、母子家庭の母等への支援策や生活保護制度など既存の施策の適切

な実施による支援を求めています。 

 

・名古屋市は、社会福祉事務所に母子自立支援員を配置するとともに、母子家庭

等就業支援・相談の拠点として「ジョイナス．ナゴヤ（母子家庭等就業支援セ

ンター名古屋市相談室）」を設置し就業支援を行っています。 

現状と課題 

施策の方向 

現状と課題 
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・生活保護受給者の自立促進のために、就労支援員を各区に配置し就業支援を行

っています。 

 

・被害者の就労には、就職時の保証人の確保や避難先の秘匿など様々な困難が伴

います。生活再建のためには、きめ細やかな生活支援体制の整備が必要です。 

 

 ・国の通知に基づいて、戸籍及び住民票に記載がない子どもであっても、保育所

入所申込みを受付けています。また住民票に記載がなくても、居住が明らかで

あれば法定予防接種・健康診断や乳幼児健康診断を受けることができます。 

 

・配偶者暴力相談支援センターは、被害者の状況に応じて、公共職業安定所、職

業訓練施設等の関係機関と連絡調整を行う必要があります。 

 

 

⑭ 就業支援の充実 
 

○男女平等参画推進センターでは、就業支援に向けた講座などを行います。 

 

○ なごやジョブサポートセンターでは、職業紹介や就職準備セミナーなどの就業

支援を行います。 

 

○母子自立支援員は、母子家庭自立支援給付金等について情報提供を行い、スキ

ルアップや資格取得の支援を行います。 

 

○「ジョイナス．ナゴヤ（母子家庭等就業支援センター名古屋市相談室）」は、 

就業支援講習会など就職に向けた講習会やキャリアカウンセリングなどを行い

ます。 

 

○就労支援員は、生活保護を受給しているＤＶ被害者への就業支援を行います。 

 

 

⑮ 生活支援の充実 
 

○母子生活支援施設においては、児童の育ちと学びを支援するとともに就労、心理

カウンセリングなど自立に向けて生活全般を支援します。 

 

○母子自立支援員は、生活全般の安定や自立に向けての相談指導を行います。 
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○母子寡婦福祉資金の貸付け8や生活保護の適用9など、既存の福祉施策を活用して

自立を支援します。 

 

⑯ 安心と安全に配慮した支援の充実 
 

○住民基本台帳担当部局と、住民基本台帳からの情報に基づき事務の処理を行う

部局との連携をすすめ、ＤＶ被害者の個人情報の保護と、適切な管理の仕組み

について検討します。 

 

○国の通知に基づいて、「住民基本台帳事務における支援措置10」や「健康保険被

扶養者認定等の取り扱い11」「国民年金における秘密保持12」「児童虐待・ＤＶ事

例における子ども手当13」等について適切な情報提供を行い、被害者とその子

ども・親族の安全に配慮した支援を行います。 

 

目標（6）  こころとからだへの支援体制の整備                         

 

 
 

・ＤＶは、被害者とその子ども・親族に対して身体的・心理的に大きな影響を与 

えます。 

 

・繰り返される暴力の中で、ＰＴＳＤ（心的外傷後ストレス障害）等によって精

神的に不安定な状態にある被害者は尐なくありません。子どもについても、Ｄ

Ｖによる心理的虐待に加え、転居や転校を始めとする生活の変化等が大きな影

響を与えています。加害者の元から避難した後も、回復のためには一定の期間

が必要です。 

                                                   
8 母子家庭の母等への支援策は、原則として離婚が成立していない場合は利用できないが、被害者

が 一定の要件を満たす場合は、母子寡婦福祉資金の貸付けや母子自立支援員などの施策が可

能とされている。  
9 生活保護における扶養能力調査の方法等について、被害者の安全確保に配慮した取り扱いをす

べきとされている。（Ｈ20.4.１.社援保発第 0401007 号厚生労働省社会援護局保護課長通知）  
10 被害者本人が支援申出書を市町村に提出することにより、住民票や戸籍の附票など居所を探さ

れる恐れがある書類を、加害者が請求できないようにした。支援申出書を提出できるのは、Ｄ

Ｖ被害者及びストーカー行為等の被害者で、加害者がその住所を探索する目的で、住民基本台

帳上の請求を行うおそれがある者。  
11 被保険者（加害者）自身から、被扶養者を外す旨の届出がなされなくとも、被扶養者（被害者）

から、ＤＶ被害を受けている旨の証明書を添付して被扶養者から外れたい旨の申告がなされた

場合には、被扶養者から外すことができるとした。  
12 被害者から申出があった場合、配偶者に対し年金情報等を知られないよう秘密の保持に配慮す

る。 
13 ＤＶ被害者の場合は、被害者からＤＶ被害を受けている旨の証明書を添付して認定請求書を提

出することにより、職権で支給先を、現に受給している親（加害者）から、現に監護する親（被

害者）に変更できる。  

現状と課題 
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・ＤＶ被害者・子どもへの精神的支援の充実とあわせて、被害者を孤立させない

支援体制の整備が求められています。 

 

・配偶者暴力相談支援センターは、カウンセリングを行う、適切な相談機関を紹

介するなど地域で孤立しがちな被害者とその子ども・親族を支え、こころとか

らだの回復に向けた支援体制を整備する必要があります。 

 

 

 

 

 

⑰ 精神的な支援の充実 

 

○保健所や精神保健福祉センターは、地域の身近な相談機関として、こころに関

する相談に応じ、医療機関等と連携してＤＶ被害者の精神的支援の充実を図り

ます。 

 

○男女平等参画推進センター相談室や被害者支援民間団体において、ＤＶという

同じ体験をもつ被害者同士が、体験や感情を共有したり、情報を交換したりす

る「ＤＶ被害者のためのサポートグループ」事業を実施します。また、名古屋

市内の多様なグループについて情報提供するなど、被害者同士の支え合いも支

援します。 

 

○男女平等参画推進センター相談室で行っている精神科医等による専門相談の拡

充を図ります。 

 

○被害者の精神的な支援の充実を図るため、さらに医療機関等との連携を深める

とともに、新たに男女平等参画推進センター相談室では女性に対する暴力の被

害者を対象にカウンセリング事業を実施します。 

 

⑱ 被害者を孤立させない支援体制の整備 
 

○一時保護所や母子生活支援施設退所後など地域で自立生活を始めたＤＶ被害者

を継続して支援していくために、裁判所等への付き添いや家庭訪問等などを行

う「見守り・同行支援事業」をすすめます。 

 

○ＤＶのある環境から離れ、地域生活を始めたＤＶ被害者とその子どもたちの安

心とつながりを育み、親子関係の回復につながることを目指して「親子支援プ

ログラム事業」の定着を図ります。 

施策の方向 
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目標（7） 外国籍被害者・高齢の被害者・障害のある被害者への支援体制

の整備 

 

 
 

 

・被害者に対する支援を行うに当たっては、被害者の国籍、障害の有無、年齢等

を問わずプライバシーの保護、安心と安全の確保に努め、受容的に相談を受け

るなど人権に配慮した対応が求められます。 

 

・配偶者暴力防止法が対象としている被害者には、日本在住の外国人（在留資格

の有無を問わない。）や障害のある人も含まれます。 

  

・「高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律」は、養護者

による虐待を発見した者は、高齢者の生命又は身体に重大な危険が生じている

場合は、市町村に通報することを義務づけています。通報をうけた市町村は、

一時的に保護する等の措置を講じることになります。名古屋市は、社会福祉事

務所や高齢者虐待相談センター、いきいき支援センター（地域包括支援センタ

ー）において、高齢者虐待に関する相談を受け支援しています 

 

・国の通知に基づいて、住民票の記載がなされていない場合であっても、居住し

ている市町村において、介護保険法に基づく介護認定を受けて、施設介護サー

ビス費の支給等の介護給付を受けることができます。また、障害者自立支援法

に基づく居住系サービスについても、住民票の記載がなされていない場合であ

っても、居住している市町村において、支給決定を受けることができます。 

 

・外国籍被害者・高齢の被害者・障害のある被害者が、外国人、高齢者、障害者

等であることを理由に、十分な支援を受けられないという事態が生じないよう

な対応をすすめていく必要があります。 

 

 

 

 
 

⑲ 外国籍被害者への支援体制の充実 
 

○外国籍の被害者とその子どもが、安心して地域生活をおくることができるよう

に、社会福祉事務所等に通訳を派遣する「女性及び児童に対する通訳派遣事業」

を実施します。 

現状と課題 

施策の方向 
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○名古屋市立学校・幼稚園に通訳を派遣して子どもたちの学びを支援するととも

に、外国籍の親と学校との円滑な連絡に努めます。 

 

○名古屋国際センターでは、トリオホン等を活用して多言語（ポルトガル語、ス

ペイン語、中国語、ハングル等）の生活相談や法律相談、カウンセリングに取

り組みます。また地域生活の支援のために、語学ボランテイア（通訳・翻訳）

を派遣します。外国籍被害者に、情報提供する機会の多い名古屋国際センター

における相談を推進します。 

 

 ○愛知県女性相談センターにおける一時保護は外国籍被害者も対象です。愛知県

女性相談センターと連携して、外国籍被害者の支援をすすめます。 

 

 

⑳ 高齢の被害者への支援体制の充実 
 

○高齢者虐待相談センターでは、ＤＶ被害も含めた高齢者虐待について相談を受

け、社会福祉事務所やいきいき支援センターと連携を図りながら対応します。 

  

 ○愛知県女性相談センターでは、建物の構造上、生活や移動に介助等が必要でな

い場合等に、ＤＶ被害高齢者の一時保護の受入れを行っています。愛知県女性

相談センターと連携して、高齢の被害者の支援をすすめます。 

 

 

㉑ 障害のある被害者への支援体制の充実 

 
○社会福祉事務所・保健所等の関係機関と連携して、障害のある被害者の人権に

配慮した支援をすすめます。 

 

○愛知県女性相談センターでは、集団生活を送ることに支障のない場合等に、障

害のある被害者の一時保護の受け入れを行っています。愛知県女性相談センタ

ーと連携して、障害のある被害者の支援をすすめます。 
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目標（8）  総合的な推進体制の整備                                 

 

 
 

・ＤＶの防止及び被害者の保護・自立に向けた支援施策は広範囲に及び、関係

機関、団体も多岐にわたります。 

 

・実効ある支援体制を整えるためには、被害者支援に直接係わる機関・団体だ

けでなく、ＤＶ防止に係わる幅広い関係機関・団体の理解の促進や協力が不

可欠です。 

 

・名古屋市ＤＶ防止基本計画を推進していくため、庁内の推進体制を整備する

とともに、国・県の機関や他自治体の関係部署、民間団体及び市民との連携

協力が必要です。 

 

 

 

㉒ 市役所内における推進体制の整備 

 

○「名古屋市男女平等参画推進協議会」では、ＤＶ防止の推進にかかる施策の総

合的な企画及び連絡調整に関する事項について調査審議し、全庁的な対策を

推進します。 

 

○「名古屋市ドメスティック・バイオレンス被害者支援庁内連絡会議」において、

関係局における取り組み等に関する情報共有を図り、名古屋市ＤＶ防止基本

計画に基づく施策が効果的に推進されるよう、関係各局の連携等を推進しま

す。 

 

○全庁的な推進体制を築くための基礎資料として、庁内関係部署におけるＤＶ対

応件数を把握します。 

 

 

 

 

 

基本方向３  総合的な推進体制づくり 

現状と課題 

施策の方向 
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㉓ 民間団体等との推進体制の整備 

 

○「名古屋市ドメスティック・バイオレンス防止対策関係機関連絡会議」等を活

用して、被害者支援関係機関・団体の取り組みが、名古屋市ＤＶ防止基本計

画に即して効果的に推進されるよう働きかけます。 

 

○官民の関係機関･団体の活動状況等に関する「ネットワークシート（仮称）」を

作成･配布し、官民の連携強化を図ります。 

 

 

目標（９）  関係機関・団体等の連携・協力の推進                               

 

 
 

・ＤＶは複雑な問題であり、ひとつの機関だけで対応することは困難です。幅

広い分野にわたる関係機関等が、認識の共有や情報の交換から具体的な事案

に即した協議に至るまで、さまざまな形で効果的に連携していくことが求め

られます。 

 

・配偶者暴力相談支援センターは、国・県の機関や社会福祉事務所等の関係機

関、被害者支援民間団体等と緊密な連携を図り、被害者とその子ども・親族

の安心と安全が守られるような支援体制を整備する必要があります。 

 

 

 

㉔ 国・県の機関との連携・協力の推進 

 

○ＤＶ被害者の一時保護は都道府県の業務であり、ＤＶ被害者とその子ども・親

族の安心と安全の確保に向け、愛知県女性相談センターと連携して対応します。 

 

○他自治体との広域的な連携14等に関しては、愛知県女性相談センターとの連携

をすすめます。 

                                                   

14 「配偶者からの暴力の被害者への対応に係る留意事項について」（平成 16 年 12 月 28 日 雇児福

発 1228001 号 厚生労働省雇用均等・児童家庭局家庭福祉課長通知）は、婦人相談所を中心にし

た広域的対応について整理している。 

 

現状と課題 

施策の方向 
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○愛知県警察本部と連携してＤＶ被害者とその子ども・親族の安心と安全のため、

保護命令申立て支援や捜索願など加害者からの追跡への対応、被害届、通報等

の取り組みをすすめます。 

 

 

㉕ 民間団体との連携・協力の推進 

 

○社会福祉事務所の相談担当者等が弁護士から助言を受ける「ＤＶ相談等法律問

題援助事業」を活用し、愛知県弁護士会と連携して、保護命令申立て促進など

法的支援の充実を図ります。 

 

○ＤＶ被害者のための民間シェルターを運営する団体に家賃補助を行い、緊急の

保護が必要な被害者の選択肢が広がるよう努めます。 

 

○関係機関連携カンファレンスを定期的に開催し、支援内容の充実をめざします。 

 

○官民の連携を推進するために、民間団体の相談担当者を支援する仕組みについ

て検討します。 

 

目標（10）  研修体制の整備                                

 

 
 

 

・職務関係者への研修及び啓発の充実は、被害者が安心して支援を受けることが

できる環境の整備につながるとともに、関係機関がＤＶについて共通の認識を

持つことにより、関係機関の連携協力の強化にも資するものです。 

 

・名古屋市は、市職員（新規採用者、新任係長、新任課長等）を対象に、男女平

等参画研修のなかでＤＶ問題をとりあげています。また教職員に対しては、教

育センターにおいて校（園）長研修会や教頭研修会を始めとする各種研修会の

中で「人権と教育」をテーマにした研修を実施しています。 

 

・職務関係者研修にあたっては、配偶者からの暴力の特性や被害者の立場を十分

に理解した上での対応が徹底されるよう配慮することが必要です。特に被害者

と直接接する立場の者に対する研修においては、二次的被害防止の観点から研

修の充実を図るとともに、「バーンアウト（燃え尽き）」状態等にも配慮してい

く必要があります。 

現状と課題 
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㉖ 二次的被害防止のための職務関係者研修の充実 

 

○加害者対応など、管理職のＤＶ問題への理解が広がるような研修に取り組みま

す。 

 

○被害者の立場に立った相談対応を学ぶことができるような相談担当者研修を拡

充し、二次的被害の防止に努めます。 

 

○関係機関・団体のネットワークの充実につながるような、市職員及び民間団体

対象の研修を実施します。 

 

㉗ 支援者スキルアップ研修の実施 

  

○生活再建、自立までを視野に入れた息の長い被害者支援が求められており、公

的、民間の各支援者の共通認識、支援スキルの向上、及び支援者のバーンアウ

ト（燃え尽き）を防ぐための研修を実施します。 

 

目標（11）  苦情への適切かつ迅速な対応                             

 

 

 
・配偶者暴力相談支援センター、社会福祉事務所等の関係機関は、被害者から苦

情の申出を受けたときは適切かつ迅速に処理するよう努めなくてはなりません。 

 

・申出を受けた苦情については、誠実に受け止め、適切かつ迅速に処理し、必要

に応じて職務の改善に反映させるとともに、処理結果については可能な限り申

立人への説明責任を果たす必要があります。 

 

 

㉘ 苦情処理の適正化 

○苦情対応について、苦情処理手順等の一定のルールを明確化し、迅速な対応に

努めます。 

 

○男女平等参画苦情処理制度を活用して、円滑・円満な解決に努めます。 

施策の方向 

現状と課題 

施策の方向 
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計画の推進とその評価 

 

 

 

 

 

 

ＤＶ防止及び被害者支援に関する施策は広範多岐にわたり、ひとつの機関で対

応することは困難です。 

「名古屋市男女平等参画推進協議会」においてＤＶ防止の推進に関する事項に

ついて調査審議します。 

「名古屋市ドメスティック・バイオレンス被害者支援庁内連絡会議」及び「名

古屋市ドメスティック・バイオレンス防止対策関係機関連絡会議」において、施

策について協議・連携を図り、名古屋市ＤＶ防止基本計画を着実に推進していき

ます。 

 

  

 

 

 

 

ＤＶ防止と被害者支援に関する施策は、幅広い分野での取組が必要です。それ

ぞれの所管局が中心となって庁内及び関係機関・団体と連携を図りながら、担当

する施策を積極的に実施します。 

この計画における各施策を所管する局は施策所管局一覧のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

  この計画に基づく施策については、年度ごとに施策の実施状況を公表します。 

 

 

 

 

 

第５章 

１  推進体制 

２  庁内関係局の取り組み 

３  実施状況の公表 
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基本方向 1 ＤＶ防止策の推進と暴力を許さない地域社会づくり 

目標（1）DV への理解推進及び防止意識の向上           （所管局） 

  ①市民への意識啓発の推進 総務局・子ども青尐年局 

  ②「デートＤＶ」防止教育の推進 総務局・子ども青尐年局 

  ③外国籍や障害などに配慮した広報・啓発 総務局・健康福祉局・市長室・子

ども青尐年局 

  ④相談を通じた啓発及び施策化の推進 総務局 

  ⑤職員に向けたＤＶ理解の推進 総務局・子ども青尐年局・ 

教育委員会 

  ⑥配偶者暴力に関する調査研究 総務局・子ども青尐年局 

目標（2）ＤＶ被害の発見 

⑦通報体制の整備 子ども青尐年局・病院局・消防局 

⑧早期発見のための関係者への周知 総務局・教育委員会・子ども青尐

年局・健康福祉局 

基本方向 2 ＤＶ被害者への切れ目のない支援体制づくり 

目標（3） 相談・保護体制の整備 

⑨配偶者暴力相談支援センターの調整機能の強化  子ども青尐年局 

  ⑩女性と子どもの福祉的支援体制の整備 子ども青尐年局 

  ⑪緊急時における安全の確保の推進  子ども青尐年局 

⑫子どもへの支援の充実 子ども青尐年局・教育委員会 

目標（4） 住まいへの支援体制の整備 

  ⑬安定的な住まいへの支援の充実  子ども青尐年局・住宅都市局 

目標（5） 就業などの生活支援体制の整備 

  ⑭就業支援の充実 総務局・市民経済局・ 

子ども青尐年局・健康福祉局 

 ⑮生活支援の充実 子ども青尐年局・健康福祉局 

 ⑯安心と安全に配慮した支援の充実 

  

市民経済局・財政局・ 

子ども青尐年局・健康福祉局 

目標（6） こころとからだへの支援体制の整備 

 ⑰精神的な支援の充実 健康福祉局・総務局・病院局 

 ⑱被害者を孤立させない支援体制の整備 子ども青尐年局 

目標（7） 外国籍被害者・高齢の被害者・障害のある被害者への支援体制の整備 

 ⑲外国籍被害者への支援体制の充実 子ども青尐年局・教育委員会・  

市長室 

 ⑳高齢の被害者への支援体制の充実 健康福祉局・子ども青尐年局 

 ㉑障害のある被害者への支援体制の充実 健康福祉局・子ども青尐年局 

施策所管局一覧 
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基本方向 3  総合的な推進体制づくり 

目標（8） 総合的な推進体制の整備             （所管局） 

 ㉒市役所内における推進体制の整備 総務局・子ども青尐年局 

 ㉓民間団体等との推進体制の整備 総務局・子ども青尐年局 

目標（9） 関係機関・団体等の連携・協力の推進 

  ㉔国・県の機関との連携・協力の推進 子ども青尐年局 

  ㉕民間団体との連携・協力の推進 総務局・子ども青尐年局 

目標（10） 研修体制の整備 

 ㉖二次的被害防止のための職務関係者研修の充実  総務局・子ども青尐年局 

 ㉗支援者スキルアップ研修の実施   総務局・子ども青尐年局 

 目標（11） 苦情への適切かつ迅速な対応 

 ㉘苦情処理の適正化 総務局・子ども青尐年局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 32 - 

 

 

 

 

資料 1  配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律 ・・・・Ｐ31 

 

 

資料 2  配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護のための施策に関する 

基本的な方針（概要） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ42 

 

 

資料 3  名古屋市配偶者からの暴力防止及び被害者支援基本計画(第 2 次) 

検討会議設置要綱  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ48 

 

 

資料 4  名古屋市配偶者からの暴力防止及び被害者支援基本計画(第 2 次) 

検討会議委員名簿  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ50 

 

 

資料 5  名古屋市配偶者からの暴力防止及び被害者支援基本計画(第 2 次) 

検討会議等開催状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ51 

 

 

資料 6-1 ＤＶ被害者支援ニーズ調査（支援者調査）の概要・・・・・・・Ｐ53 

 

 

資料 6-2 ＤＶ被害者支援ニーズ調査（ＤＶ被害当事者ヒアリング調査） 

の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ57 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料 



- 33 - 

 

 資料１ 

 

配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律  

（平成十三年四月十三日法律第三十一号）  

最終改正：平成十九年七月十一日法律第百十三号  

目次 

前文 

第一章 総則（第一条・第二条）  

第一章の二 基本方針及び都道府県基本計画等（第二条の二・第二条の三）  

第二章 配偶者暴力相談支援センター等（第三条―第五条） 

第三章 被害者の保護（第六条―第九条の二）  

第四章 保護命令（第十条―第二十二条）  

第五章 雑則（第二十三条―第二十八条）  

第六章 罰則（第二十九条・第三十条）  

附則 

 

我が国においては、日本国憲法に個人の尊重と法の下の平等がうたわれ、人権の擁護と男女平等

の実現に向けた取組が行われている。  

ところが、配偶者からの暴力は、犯罪となる行為をも含む重大な人権侵害であるにもかかわらず、

被害者の救済が必ずしも十分に行われてこなかった。また、配偶者からの暴力の被害者は、多くの

場合女性であり、経済的自立が困難である女性に対して配偶者が暴力を加えることは、個人の尊厳

を害し、男女平等の実現の妨げとなっている。  

このような状況を改善し、人権の擁護と男女平等の実現を図るためには、配偶者からの暴力を防

止し、被害者を保護するための施策を講ずることが必要である。このことは、女性に対する暴力を

根絶しようと努めている国際社会における取組にも沿うものである。  

ここに、配偶者からの暴力に係る通報、相談、保護、自立支援等の体制を整備することにより、

配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護を図るため、この法律を制定する。  

 

第一章 総則 

（定義） 

第一条 この法律において「配偶者からの暴力」とは、配偶者からの身体に対する暴力（身体に対す

る丌法な攻撃であって生命又は身体に危害を及ぼすものをいう。以下同じ。）又はこれに準ずる心

身に有害な影響を及ぼす言動（以下この項において「身体に対する暴力等」と総称する。）をいい、

配偶者からの身体に対する暴力等を受けた後に、その者が離婚をし、又はその婚姻が取り消された

場合にあっては、当該配偶者であった者から引き続き受ける身体に対する暴力等を含むものとする。 

２ この法律において「被害者」とは、配偶者からの暴力を受けた者をいう。 

３ この法律にいう「配偶者」には、婚姻の届出をしていないが事実上婚姻関係と同様の事情にある

者を含み、「離婚」には、婚姻の届出をしていないが事実上婚姻関係と同様の事情にあった者が、

事実上離婚したと同様の事情に入ることを含むものとする。  
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（国及び地方公共団体の責務）  

第二条 国及び地方公共団体は、配偶者からの暴力を防止するとともに、被害者の自立を支援するこ

とを含め、その適切な保護を図る責務を有する。  

 

第一章の二 基本方針及び都道府県基本計画等  

（基本方針） 

第二条の二 内閣総理大臣、国家公安委員会、法務大臣及び厚生労働大臣（以下この条及び次条第五

項において「主務大臣」という。）は、配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護のための施策に

関する基本的な方針（以下この条並びに次条第一項及び第三項において「基本方針」という。）を

定めなければならない。 

２ 基本方針においては、次に掲げる事項につき、次条第一項の都道府県基本計画及び同条第三項の

市町村基本計画の指針となるべきものを定めるものとする。  

一 配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する基本的な事項  

二 配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護のための施策の内容に関する事項  

三 その他配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護のための施策の実施に関する重要事項  

３ 主務大臣は、基本方針を定め、又はこれを変更しようとするときは、あらかじめ、関係行政機関

の長に協議しなければならない。  

４ 主務大臣は、基本方針を定め、又はこれを変更したときは、遅滞なく、これを公表しなければな

らない。 

（都道府県基本計画等） 

第二条の三 都道府県は、基本方針に即して、当該都道府県における配偶者からの暴力の防止及び被

害者の保護のための施策の実施に関する基本的な計画（以下この条において「都道府県基本計画」

という。）を定めなければならない。  

２ 都道府県基本計画においては、次に掲げる事項を定めるものとする。  

一 配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する基本的な方針  

二 配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護のための施策の実施内容に関する事項  

三 その他配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護のための施策の実施に関する重要事項  

３ 市町村（特別区を含む。以下同じ。）は、基本方針に即し、かつ、都道府県基本計画を勘案して、

当該市町村における配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護のための施策の実施に関する基本的

な計画（以下この条において「市町村基本計画」という。）を定めるよう努めなければならない。  

４ 都道府県又は市町村は、都道府県基本計画又は市町村基本計画を定め、又は変更したときは、遅

滞なく、これを公表しなければならない。  

５ 主務大臣は、都道府県又は市町村に対し、都道府県基本計画又は市町村基本計画の作成のために

必要な助言その他の援助を行うよう努めなければならない。  

 

第二章 配偶者暴力相談支援センター等  

（配偶者暴力相談支援センター）  

第三条 都道府県は、当該都道府県が設置する婦人相談所その他の適切な施設において、当該各施設

が配偶者暴力相談支援センターとしての機能を果たすようにするものとする。  

２ 市町村は、当該市町村が設置する適切な施設において、当該各施設が配偶者暴力相談支援センタ



- 35 - 

 

ーとしての機能を果たすようにするよう努めるものとする。  

３ 配偶者暴力相談支援センターは、配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護のため、次に掲げる

業務を行うものとする。 

一 被害者に関する各般の問題について、相談に応ずること又は婦人相談員若しくは相談を行う機関

を紹介すること。 

二 被害者の心身の健康を回復させるため、医学的又は心理学的な指導その他の必要な指導を行うこ

と。 

三 被害者（被害者がその家族を同伴する場合にあっては、被害者及びその同伴する家族。次号、第

六号、第五条及び第八条の三において同じ。）の緊急時における安全の確保及び一時保護を行う

こと。 

四 被害者が自立して生活することを促進するため、就業の促進、住宅の確保、援護等に関する制度

の利用等について、情報の提供、助言、関係機関との連絡調整その他の援助を行うこと。  

五 第四章に定める保護命令の制度の利用について、情報の提供、助言、関係機関への連絡その他の

援助を行うこと。 

六 被害者を居住させ保護する施設の利用について、情報の提供、助言、関係機関との連絡調整その

他の援助を行うこと。 

４ 前項第三号の一時保護は、婦人相談所が、自ら行い、又は厚生労働大臣が定める基準を満たす者

に委託して行うものとする。 

５ 配偶者暴力相談支援センターは、その業務を行うに当たっては、必要に応じ、配偶者からの暴力

の防止及び被害者の保護を図るための活動を行う民間の団体との連携に努めるものとする。  

（婦人相談員による相談等） 

第四条 婦人相談員は、被害者の相談に応じ、必要な指導を行うことができる。 

（婦人保護施設における保護）  

第五条 都道府県は、婦人保護施設において被害者の保護を行うことができる。  

 

第三章 被害者の保護 

（配偶者からの暴力の発見者による通報等）  

第六条 配偶者からの暴力（配偶者又は配偶者であった者からの身体に対する暴力に限る。以下この

章において同じ。）を受けている者を発見した者は、その旨を配偶者暴力相談支援センター又は警

察官に通報するよう努めなければならない。  

２ 医師その他の医療関係者は、その業務を行うに当たり、配偶者からの暴力によって負傷し又は疾

病にかかったと認められる者を発見したときは、その旨を配偶者暴力相談支援センター又は警察官

に通報することができる。この場合において、その者の意思を尊重するよう努めるものとする。  

３ 刑法（明治四十年法律第四十五号）の秘密漏示罪の規定その他の守秘義務に関する法律の規定は、

前二項の規定により通報することを妨げるものと解釈してはならない。  

４ 医師その他の医療関係者は、その業務を行うに当たり、配偶者からの暴力によって負傷し又は疾

病にかかったと認められる者を発見したときは、その者に対し、配偶者暴力相談支援センター等の

利用について、その有する情報を提供するよう努めなければならない。  

（配偶者暴力相談支援センターによる保護についての説明等）  

第七条 配偶者暴力相談支援センターは、被害者に関する通報又は相談を受けた場合には、必要に応
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じ、被害者に対し、第三条第三項の規定により配偶者暴力相談支援センターが行う業務の内容につ

いて説明及び助言を行うとともに、必要な保護を受けることを勧奨するものとする。  

（警察官による被害の防止） 

第八条 警察官は、通報等により配偶者からの暴力が行われていると認めるときは、警察法（昭和二

十九年法律第百六十二号）、警察官職務執行法（昭和二十三年法律第百三十六号）その他の法令の

定めるところにより、暴力の制止、被害者の保護その他の配偶者からの暴力による被害の発生を防

止するために必要な措置を講ずるよう努めなければならない。  

（警察本部長等の援助） 

第八条の二 警視総監若しくは道府県警察本部長（道警察本部の所在地を包括する方面を除く方面に

ついては、方面本部長。第十五条第三項において同じ。）又は警察署長は、配偶者からの暴力を受

けている者から、配偶者からの暴力による被害を自ら防止するための援助を受けたい旨の申出があ

り、その申出を相当と認めるときは、当該配偶者からの暴力を受けている者に対し、国家公安委員

会規則で定めるところにより、当該被害を自ら防止するための措置の教示その他配偶者からの暴力

による被害の発生を防止するために必要な援助を行うものとする。  

（福祉事務所による自立支援）  

第八条の三 社会福祉法（昭和二十六年法律第四十五号）に定める福祉に関する事務所（次条におい

て「福祉事務所」という。）は、生活保護法（昭和二十五年法律第百四十四号）、児童福祉法（昭

和二十二年法律第百六十四号）、母子及び寡婦福祉法（昭和三十九年法律第百二十九号）その他の

法令の定めるところにより、被害者の自立を支援するために必要な措置を講ずるよう努めなければ

ならない。 

（被害者の保護のための関係機関の連携協力）  

第九条 配偶者暴力相談支援センター、都道府県警察、福祉事務所等都道府県又は市町村の関係機関

その他の関係機関は、被害者の保護を行うに当たっては、その適切な保護が行われるよう、相互に

連携を図りながら協力するよう努めるものとする。  

（苦情の適切かつ迅速な処理）  

第九条の二 前条の関係機関は、被害者の保護に係る職員の職務の執行に関して被害者から苦情の申

出を受けたときは、適切かつ迅速にこれを処理するよう努めるものとする。  

 

第四章 保護命令 

（保護命令） 

第十条 被害者（配偶者からの身体に対する暴力又は生命等に対する脅迫（被害者の生命又は身体に

対し害を加える旨を告知してする脅迫をいう。以下この章において同じ。）を受けた者に限る。以

下この章において同じ。）が、配偶者からの身体に対する暴力を受けた者である場合にあっては配

偶者からの更なる身体に対する暴力（配偶者からの身体に対する暴力を受けた後に、被害者が離婚

をし、又はその婚姻が取り消された場合にあっては、当該配偶者であった者から引き続き受ける身

体に対する暴力。第十二条第一項第二号において同じ。）により、配偶者からの生命等に対する脅

迫を受けた者である場合にあっては配偶者から受ける身体に対する暴力（配偶者からの生命等に対

する脅迫を受けた後に、被害者が離婚をし、又はその婚姻が取り消された場合にあっては、当該配

偶者であった者から引き続き受ける身体に対する暴力。同号において同じ。）により、その生命又

は身体に重大な危害を受けるおそれが大きいときは、裁判所は、被害者の申立てにより、その生命
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又は身体に危害が加えられることを防止するため、当該配偶者（配偶者からの身体に対する暴力又

は生命等に対する脅迫を受けた後に、被害者が離婚をし、又はその婚姻が取り消された場合にあっ

ては、当該配偶者であった者。以下この条、同項第三号及び第四号並びに第十八条第一項において

同じ。）に対し、次の各号に掲げる事項を命ずるものとする。ただし、第二号に掲げる事項につい

ては、申立ての時において被害者及び当該配偶者が生活の本拠を共にする場合に限る。  

一 命令の効力が生じた日から起算して六月間、被害者の住居（当該配偶者と共に生活の本拠として

いる住居を除く。以下この号において同じ。）その他の場所において被害者の身辺につきまとい、

又は被害者の住居、勤務先その他その通常所在する場所の付近をはいかいしてはならないこと。  

二 命令の効力が生じた日から起算して二月間、被害者と共に生活の本拠として  いる住居から退去

すること及び当該住居の付近をはいかいしてはならないこと。  

２ 前項本文に規定する場合において、同項第一号の規定による命令を発する裁判所又は発した裁判

所は、被害者の申立てにより、その生命又は身体に危害が加えられることを防止するため、当該配

偶者に対し、命令の効力が生じた日以後、同号の規定による命令の効力が生じた日から起算して六

月を経過する日までの間、被害者に対して次の各号に掲げるいずれの行為もしてはならないことを

命ずるものとする。 

一 面会を要求すること。 

二 その行動を監視していると思わせるような事項を告げ、又はその知り得る状態に置くこと。  

三 著しく粗野又は乱暴な言動をすること。  

四 電話をかけて何も告げず、又は緊急やむを得ない場合を除き、連続して、電話をかけ、ファクシ

ミリ装置を用いて送信し、若しくは電子メールを送信すること。  

五 緊急やむを得ない場合を除き、午後十時から午前六時までの間に、電話をかけ、ファクシミリ装

置を用いて送信し、又は電子メールを送信すること。  

六 汚物、動物の死体その他の著しく丌快又は嫌悪の情を催させるような物を送付し、又はその知り

得る状態に置くこと。 

七 その名誉を害する事項を告げ、又はその知り得る状態に置くこと。  

八 その性的羞恥心を害する事項を告げ、若しくはその知り得る状態に置き、又はその性的羞恥心を

害する文書、図画その他の物を送付し、若しくはその知り得る状態に置くこと。  

３ 第一項本文に規定する場合において、被害者がその成年に達しない子（以下この項及び次項並び

に第十二条第一項第三号において単に「子」という。）と同居しているときであって、配偶者が幼

年の子を連れ戻すと疑うに足りる言動を行っていることその他の事情があることから被害者がその

同居している子に関して配偶者と面会することを余儀なくされることを防止するため必要があると

認めるときは、第一項第一号の規定による命令を発する裁判所又は発した裁判所は、被害者の申立

てにより、その生命又は身体に危害が加えられることを防止するため、当該配偶者に対し、命令の

効力が生じた日以後、同号の規定による命令の効力が生じた日から起算して六月を経過する日まで

の間、当該子の住居（当該配偶者と共に生活の本拠としている住居を除く。以下この項において同

じ。）、就学する学校その他の場所において当該子の身辺につきまとい、又は当該子の住居、就学

する学校その他その通常所在する場所の付近をはいかいしてはならないことを命ずるものとする。

ただし、当該子が十五歳以上であるときは、その同意がある場合に限る。  

４ 第一項本文に規定する場合において、配偶者が被害者の親族その他被害者と社会生活において密

接な関係を有する者（被害者と同居している子及び配偶者と同居している者を除く。以下この項及
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び次項並びに第十二条第一項第四号において「親族等」という。）の住居に押し掛けて著しく粗野

又は乱暴な言動を行っていることその他の事情があることから被害者がその親族等に関して配偶者

と面会することを余儀なくされることを防止するため必要があると認めるときは、第一項第一号の

規定による命令を発する裁判所又は発した裁判所は、被害者の申立てにより、その生命又は身体に

危害が加えられることを防止するため、当該配偶者に対し、命令の効力が生じた日以後、同号の規

定による命令の効力が生じた日から起算して六月を経過する日までの間、当該親族等の住居（当該

配偶者と共に生活の本拠としている住居を除く。以下この項において同じ。）その他の場所におい

て当該親族等の身辺につきまとい、又は当該親族等の住居、勤務先その他その通常所在する場所の

付近をはいかいしてはならないことを命ずるものとする。  

５ 前項の申立ては、当該親族等（被害者の十五歳未満の子を除く。以下この項において同じ。）の

同意（当該親族等が十五歳未満の者又は成年被後見人である場合にあっては、その法定代理人の同

意）がある場合に限り、することができる。  

（管轄裁判所） 

第十一条 前条第一項の規定による命令の申立てに係る事件は、相手方の住所（日本国内に住所がな

いとき又は住所が知れないときは居所）の所在地を管轄する地方裁判所の管轄に属する。  

２ 前条第一項の規定による命令の申立ては、次の各号に掲げる地を管轄する地方裁判所にもするこ

とができる。 

一 申立人の住所又は居所の所在地  

二 当該申立てに係る配偶者からの身体に対する暴力又は生命等に対する脅迫が行われた地  

（保護命令の申立て） 

第十二条 第十条第一項から第四項までの規定による命令（以下「保護命令」という。）の申立ては、

次に掲げる事項を記載した書面でしなければならない。 

一 配偶者からの身体に対する暴力又は生命等に対する脅迫を受けた状況  

二 配偶者からの更なる身体に対する暴力又は配偶者からの生命等に対する脅迫を受けた後の配偶

者から受ける身体に対する暴力により、生命又は身体に重大な危害を受けるおそれが大きいと認

めるに足りる申立ての時における事情  

三 第十条第三項の規定による命令の申立てをする場合にあっては、被害者が当該同居している子に

関して配偶者と面会することを余儀なくされることを防止するため当該命令を発する必要がある

と認めるに足りる申立ての時における事情 

四 第十条第四項の規定による命令の申立てをする場合にあっては、被害者が当該親族等に関して配

偶者と面会することを余儀なくされることを防止するため当該命令を発する必要があると認めるに

足りる申立ての時における事情  

五 配偶者暴力相談支援センターの職員又は警察職員に対し、前各号に掲げる事項について相談し、

又は援助若しくは保護を求めた事実の有無及びその事実があるときは、次に掲げる事項  

イ 当該配偶者暴力相談支援センター又は当該警察職員の所属官署の名称  

ロ 相談し、又は援助若しくは保護を求めた日時及び場所  

ハ 相談又は求めた援助若しくは保護の内容  

ニ 相談又は申立人の求めに対して執られた措置の内容  

２ 前項の書面（以下「申立書」という。）に同項第五号イからニまでに掲げる事項の記載がない場

合には、申立書には、同項第一号から第四号までに掲げる事項についての申立人の供述を記載した
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書面で公証人法（明治四十一年法律第五十三号）第五十八条ノ二第一項の認証を受けたものを添付

しなければならない。 

（迅速な裁判） 

第十三条 裁判所は、保護命令の申立てに係る事件については、速やかに裁判をするものとする。  

（保護命令事件の審理の方法）  

第十四条 保護命令は、口頭弁論又は相手方が立ち会うことができる審尋の期日を経なければ、これ

を発することができない。ただし、その期日を経ることにより保護命令の申立ての目的を達するこ

とができない事情があるときは、この限りでない。  

２ 申立書に第十二条第一項第五号イからニまでに掲げる事項の記載がある場合には、裁判所は、当

該配偶者暴力相談支援センター又は当該所属官署の長に対し、申立人が相談し又は援助若しくは保

護を求めた際の状況及びこれに対して執られた措置の内容を記載した書面の提出を求めるものとす

る。この場合において、当該配偶者暴力相談支援センター又は当該所属官署の長は、これに速やか

に応ずるものとする。 

３ 裁判所は、必要があると認める場合には、前項の配偶者暴力相談支援センター若しくは所属官署

の長又は申立人から相談を受け、若しくは援助若しくは保護を求められた職員に対し、同項の規定

により書面の提出を求めた事項に関して更に説明を求めることができる。  

（保護命令の申立てについての決定等）  

第十五条 保護命令の申立てについての決定には、理由を付さなければならない。ただし、口頭弁論

を経ないで決定をする場合には、理由の要旨を示せば足りる。 

２ 保護命令は、相手方に対する決定書の送達又は相手方が出頭した口頭弁論若しくは審尋の期日に

おける言渡しによって、その効力を生ずる。  

３ 保護命令を発したときは、裁判所書記官は、速やかにその旨及びその内容を申立人の住所又は居

所を管轄する警視総監又は道府県警察本部長に通知するものとする。  

４ 保護命令を発した場合において、申立人が配偶者暴力相談支援センターの職員に対し相談し、又

は援助若しくは保護を求めた事実があり、かつ、申立書に当該事実に係る第十二条第一項第五号イ

からニまでに掲げる事項の記載があるときは、裁判所書記官は、速やかに、保護命令を発した旨及

びその内容を、当該申立書に名称が記載された配偶者暴力相談支援センター（当該申立書に名称が

記載された配偶者暴力相談支援センターが二以上ある場合にあっては、申立人がその職員に対し相

談し、又は援助若しくは保護を求めた日時が最も遅い配偶者暴力相談支援センター）の長に通知す

るものとする。 

５ 保護命令は、執行力を有しない。  

（即時抗告） 

第十六条 保護命令の申立てについての裁判に対しては、即時抗告をすることができる。  

２ 前項の即時抗告は、保護命令の効力に影響を及ぼさない。 

３ 即時抗告があった場合において、保護命令の取消しの原因となることが明らかな事情があること

につき疎明があったときに限り、抗告裁判所は、申立てにより、即時抗告についての裁判が効力を

生ずるまでの間、保護命令の効力の停止を命ずることができる。事件の記録が原裁判所に存する間

は、原裁判所も、この処分を命ずることができる。  

４ 前項の規定により第十条第一項第一号の規定による命令の効力の停止を命ずる場合において、同

条第二項から第四項までの規定による命令が発せられているときは、裁判所は、当該命令の効力の
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停止をも命じなければならない。 

５ 前二項の規定による裁判に対しては、丌服を申し立てることができない。  

６ 抗告裁判所が第十条第一項第一号の規定による命令を取り消す場合において、同条第二項から第

四項までの規定による命令が発せられているときは、抗告裁判所は、当該命令をも取り消さなけれ

ばならない。 

７ 前条第四項の規定による通知がされている保護命令について、第三項若しくは第四項の規定によ

りその効力の停止を命じたとき又は抗告裁判所がこれを取り消したときは、裁判所書記官は、速や

かに、その旨及びその内容を当該通知をした配偶者暴力相談支援センターの長に通知するものとす

る。 

８ 前条第三項の規定は、第三項及び第四項の場合並びに抗告裁判所が保護命令を取り消した場合に

ついて準用する。 

（保護命令の取消し） 

第十七条 保護命令を発した裁判所は、当該保護命令の申立てをした者の申立てがあった場合には、

当該保護命令を取り消さなければならない。第十条第一項第一号又は第二項から第四項までの規定

による命令にあっては同号の規定による命令が効力を生じた日から起算して三月を経過した後にお

いて、同条第一項第二号の規定による命令にあっては当該命令が効力を生じた日から起算して二週

間を経過した後において、これらの命令を受けた者が申し立て、当該裁判所がこれらの命令の申立

てをした者に異議がないことを確認したときも、同様とする。  

２ 前条第六項の規定は、第十条第一項第一号の規定による命令を発した裁判所が前項の規定により

当該命令を取り消す場合について準用する。 

３ 第十五条第三項及び前条第七項の規定は、前二項の場合について準用する。  

（第十条第一項第二号の規定による命令の再度の申立て）  

第十八条 第十条第一項第二号の規定による命令が発せられた後に当該発せられた命令の申立ての

理由となった身体に対する暴力又は生命等に対する脅迫と同一の事実を理由とする同号の規定によ

る命令の再度の申立てがあったときは、裁判所は、配偶者と共に生活の本拠としている住居から転

居しようとする被害者がその責めに帰することのできない事由により当該発せられた命令の効力が

生ずる日から起算して二月を経過する日までに当該住居からの転居を完了することができないこと

その他の同号の規定による命令を再度発する必要があると認めるべき事情があるときに限り、当該

命令を発するものとする。ただし、当該命令を発することにより当該配偶者の生活に特に著しい支

障を生ずると認めるときは、当該命令を発しないことができる。  

２ 前項の申立てをする場合における第十二条の規定の適用については、同条第一項各号列記以外の

部分中「次に掲げる事項」とあるのは「第一号、第二号及び第五号に掲げる事項並びに第十八条第

一項本文の事情」と、同項第五号中「前各号に掲げる事項」とあるのは「第一号及び第二号に掲げ

る事項並びに第十八条第一項本文の事情」と、同条第二項中「同項第一号から第四号までに掲げる

事項」とあるのは「同項第一号及び第二号に掲げる事項並びに第十八条第一項本文の事情」とする。  

（事件の記録の閲覧等） 

第十九条 保護命令に関する手続について、当事者は、裁判所書記官に対し、事件の記録の閲覧若し

くは謄写、その正本、謄本若しくは抄本の交付又は事件に関する事項の証明書の交付を請求するこ

とができる。ただし、相手方にあっては、保護命令の申立てに関し口頭弁論若しくは相手方を呼び

出す審尋の期日の指定があり、又は相手方に対する保護命令の送達があるまでの間は、この限りで
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ない。 

（法務事務官による宣誓認証）  

第二十条 法務局若しくは地方法務局又はその支局の管轄区域内に公証人がいない場合又は公証人

がその職務を行うことができない場合には、法務大臣は、当該法務局若しくは地方法務局又はその

支局に勤務する法務事務官に第十二条第二項（第十八条第二項の規定により読み替えて適用する場

合を含む。）の認証を行わせることができる。 

（民事訴訟法の準用） 

第二十一条 この法律に特別の定めがある場合を除き、保護命令に関する手続に関しては、その性質

に反しない限り、民事訴訟法（平成八年法律第百九号）の規定を準用する。  

（最高裁判所規則） 

第二十二条 この法律に定めるもののほか、保護命令に関する手続に関し必要な事項は、最高裁判所

規則で定める。 

第五章 雑則 

（職務関係者による配慮等） 

第二十三条 配偶者からの暴力に係る被害者の保護、捜査、裁判等に職務上関係のある者（次項にお

いて「職務関係者」という。）は、その職務を行うに当たり、被害者の心身の状況、その置かれて

いる環境等を踏まえ、被害者の国籍、障害の有無等を問わずその人権を尊重するとともに、その安

全の確保及び秘密の保持に十分な配慮をしなければならない。  

２ 国及び地方公共団体は、職務関係者に対し、被害者の人権、配偶者からの暴力の特性等に関する

理解を深めるために必要な研修及び啓発を行うものとする。  

（教育及び啓発） 

第二十四条 国及び地方公共団体は、配偶者からの暴力の防止に関する国民の理解を深めるための教

育及び啓発に努めるものとする。  

（調査研究の推進等） 

第二十五条 国及び地方公共団体は、配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に資するため、加害

者の更生のための指導の方法、被害者の心身の健康を回復させるための方法等に関する調査研究の

推進並びに被害者の保護に係る人材の養成及び資質の向上に努めるものとする。  

（民間の団体に対する援助） 

第二十六条 国及び地方公共団体は、配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護を図るための活動を

行う民間の団体に対し、必要な援助を行うよう努めるものとする。  

（都道府県及び市の支弁） 

第二十七条 都道府県は、次の各号に掲げる費用を支弁しなければならない。  

一 第三条第三項の規定に基づき同項に掲げる業務を行う婦人相談所の運営に要する費用（次号に掲

げる費用を除く。） 

二 第三条第三項第三号の規定に基づき婦人相談所が行う一時保護（同条第四項に規定する厚生労働

大臣が定める基準を満たす者に委託して行う場合を含む。）に要する費用  

三 第四条の規定に基づき都道府県知事の委嘱する婦人相談員が行う業務に要する費用  

四 第五条の規定に基づき都道府県が行う保護（市町村、社会福祉法人その他適当と認める者に委託

して行う場合を含む。）及びこれに伴い必要な事務に要する費用  

２ 市は、第四条の規定に基づきその長の委嘱する婦人相談員が行う業務に要する費用を支弁しなけ
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ればならない。 

（国の負担及び補助） 

第二十八条 国は、政令の定めるところにより、都道府県が前条第一項の規定により支弁した費用の

うち、同項第一号及び第二号に掲げるものについては、その十分の五を負担するものとする。  

２ 国は、予算の範囲内において、次の各号に掲げる費用の十分の五以内を補助することができる。 

一 都道府県が前条第一項の規定により支弁した費用のうち、同項第三号及び第四号に掲げるもの  

二 市が前条第二項の規定により支弁した費用  

第六章 罰則 

第二十九条 保護命令に違反した者は、一年以下の懲役又は百万円以下の罰金に処する。 

第三十条 第十二条第一項（第十八条第二項の規定により読み替えて適用する場合を含む。）の規定

により記載すべき事項について虚偽の記載のある申立書により保護命令の申立てをした者は、十万

円以下の過料に処する。 

附 則〔抄〕 

（施行期日） 

第一条 この法律は、公布の日から起算して六月を経過した日から施行する。ただし、第二章、第六

条（配偶者暴力相談支援センターに係る部分に限る。）、第七条、第九条（配偶者暴力相談支援セ

ンターに係る部分に限る。）、第二十七条及び第二十八条の規定は、平成十四年四月一日から施行

する。 

（経過措置） 

第二条 平成十四年三月三十一日までに婦人相談所に対し被害者が配偶者からの身体に対する暴力

に関して相談し、又は援助若しくは保護を求めた場合における当該被害者からの保護命令の申立て

に係る事件に関する第十二条第一項第四号並びに第十四条第二項及び第三項の規定の適用について

は、これらの規定中「配偶 

者暴力相談支援センター」とあるのは、「婦人相談所」とする。  

（検討） 

第三条 この法律の規定については、この法律の施行後三年を目途として、この法律の施行状況等を

勘案し、検討が加えられ、その結果に基づいて必要な措置が講ぜられるものとする。  

附 則〔平成十六年法律第六十四号〕  

（施行期日） 

第一条 この法律は、公布の日から起算して六月を経過した日から施行する。  

（経過措置） 

第二条 この法律の施行前にしたこの法律による改正前の配偶者からの暴力の防止及び被害者の保

護に関する法律（次項において「旧法」という。）第十条の規定による命令の申立てに係る同条の

規定による命令に関する事件については、なお従前の例による。  

２ 旧法第十条第二号の規定による命令が発せられた後に当該命令の申立ての理由となった身体に

対する丌法な攻撃であって生命又は身体に危害を及ぼすものと同一の事実を理由とするこの法律に

よる改正後の配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律（以下「新法」という。）第

十条第一項第二号の規定 

による命令の申立て（この法律の施行後最初にされるものに限る。）があった場合における新法第

十八条第一項の規定の適用については、同項中「二月」とあるのは、「二週間」とする。  
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（検討） 

第三条 新法の規定については、この法律の施行後三年を目途として、新法の施行状況等を勘案し、

検討が加えられ、その結果に基づいて必要な措置が講ぜられるものとする。 

附 則〔平成十九年法律第百十三号〕〔抄〕  

（施行期日） 

第一条 この法律は、公布の日から起算して六月を経過した日から施行する。  

（経過措置） 

第二条 この法律の施行前にしたこの法律による改正前の配偶者からの暴力の防止及び被害者の保

護に関する法律第十条の規定による命令の申立てに係る同条の規定による命令に関する事件につい

ては、なお従前の例による。 
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 資料２ 

 

配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護のための施策に関する   

基本的な方針（概要）  

平成20年1月11日  

内閣府、国家公安委員会、  

法務省、厚生労働省告示第1号  

 

第１ 配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する基本的な事項   

１ 基本的な考え方  

配偶者からの暴力は、犯罪となる行為をも含む重大な人権侵害である。   

２ 我が国の現状  

平成13年４月、法が制定され、平成16年５月には、法改正が行われ、平成16年12月に施行され

るとともに、基本方針が策定された。平成19年７月に法改正が行われ、平成20年１月11日に施行

された。  

３ 基本方針並びに都道府県基本計画及び市町村基本計画  

（１）基本方針  

基本方針は、都道府県基本計画及び市町村基本計画の指針となるべきものである。   

（２）都道府県基本計画及び市町村基本計画  

基本計画は、第一線で中心となって施策に取り組む地方公共団体が策定するものである。策定

に当たっては、それぞれの都道府県又は市町村の状況を踏まえた計画とするとともに、都道府県

と市町村の役割分担についても、基本方針を基に、地域の実情に合った適切な役割分担となるよ

う、あらかじめ協議することが必要である。被害者の立場に立った切れ目のない支援のため、都

道府県については、被害者の支援における中核として、一時保護等の実施、市町村への支援、職

務関係者の研修等広域的な施策等、市町村については、身近な行政主体の窓口として、相談窓口

の設置、緊急時における安全の確保、地域における継続的な自立支援等が基本的な役割として考

えられる。  

 

第２ 配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護のための施策の内容に関する事項   

１ 配偶者暴力相談支援センター  

都道府県の支援センターは、都道府県における対策の中核として、処遇の難しい事案への対応や

専門的・広域的な対応が求められる業務にも注力することが望ましい。市町村の支援センターは、

身近な行政主体における支援の窓口として、その性栺に即した基本的な役割について、積極的に取

り組むことが望ましい。また、民間団体と支援センターとが必要に応じ、機動的に連携を図りなが

ら対応することが必要である。  

２ 婦人相談員  

婦人相談員は、被害者に関する各般の相談に応じるとともに、その態様に応じた適切な援助を行

うことが必要である。  

３ 配偶者からの暴力の発見者による通報等  

（１）通報  
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都道府県及び市町村は、被害者を発見した者は、その旨を支援センター又は警察官に通報する

よう努めることの周知を図ることが必要である。医師その他の医療関係者等は、被害者を発見し

た場合には、守秘義務を理由にためらうことなく、支援センター又は警察官に対して通報を行う

ことが必要である。  

（２）通報等への対応  

支援センターにおいて、国民から通報を受けた場合は、通報者に対し、被害者に支援センター

の利用に関する情報を教示してもらうよう協力を求めることが必要である。医療関係者から通報

を受けた場合は、被害者の意思を踏まえ、当該医療機関に出向く等により状況を把握し、被害者

に対して説明や助言を行うことが望ましい。警察において、配偶者からの暴力が行われていると

認めた場合は、暴力の制止に当たるとともに、応急の救護を要すると認められる被害者を保護す

ることが必要である。  

４ 被害者からの相談等  

（１）配偶者暴力相談支援センター  

電話による相談があった場合は、その訴えに耳を傾け、適切な助言を行うこと、また、面接相

談を行う場合は、その話を十分に聴いた上で、どのような援助を求めているのかを把握し、問題

解決に向けて助言を行うことが必要である。  

（２）警察  

相談に係る事案が刑罰法令に抵触すると認められる場合には、被害者の意思を踏まえ捜査を開

始するほか、刑事事件として立件が困難であると認められる場合であっても、加害者に対する指

導警告を行うなどの措置を講ずることが必要である。被害者から警察本部長等の援助を受けたい

旨の申出があり、その申出を相当と認めるときは、国家公安委員会規則で定めるところにより、

必要な援助を行うことが必要である。  

（３）人権擁護機関  

支援センター、警察等と連携を図りながら、被害者に必要な助言、婦人相談所等一時保護施設

への紹介等の援助をし、暴力行為に及んだ者等に対しては、これをやめるよう、説示、啓発を行

うことが必要である。 

５ 被害者に対する医学的又は心理学的な援助等   

（１）被害者に対する援助  

婦人相談所において、医師、心理判定員等、支援にかかわる職員が連携して被害者に対する医

学的又は心理学的な援助を行うことが必要である。また、被害者が、地域での生活を送りながら、

身近な場所で相談等の援助を受けられるよう、支援センターは、カウンセリングを行うことや適

切な相談機関を紹介するなどの対応を採ることが必要である。   

（２）子どもに対する援助  

児童相談所において、医学的又は心理学的な援助を必要とする子どもに対して、精神科医や児

童心理司等が連携を図りながら、カウンセリング等を実施することが必要である。また、学校及

び教育委員会並びに支援センターは、学校において、スクールカウンセラー等が相談に応じてい

ること等について、適切に情報提供を行うことが必要である。   

（３）医療機関との連携  

支援センターは、被害者本人及びその子どもを支援するに当たって、専門医学的な判断や治療

を必要とする場合は、医療機関への紹介、あっせんを行うことが必要である。   
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６ 被害者の緊急時における安全の確保及び一時保護等  

（１）緊急時における安全の確保  

婦人相談所の一時保護所が離れている等の場合において、緊急に保護を求めてきた被害者を一

時保護が行われるまでの間等に適当な場所にかくまう、又は避難場所を提供すること等の緊急時

における安全の確保は、身近な行政主体である市町村において、地域における社会資源を活用し

て積極的に実施されることが望ましい。  

 

（２）一時保護  

一時保護は、配偶者からの暴力を避けるため緊急に保護すること等を目的に行われるものであ

るから、夜間、休日を問わず、一時保護の要否判断を速やかに行う体制を整えることが必要であ

る。また、それぞれの被害者の状況等を考慮し、被害者にとって最も適当と考えられる一時保護

の方法及び施設を選定することが必要である。   

（３）婦人保護施設等  

婦人保護施設は、適切な職員を配置し、心身の健康の回復や生活基盤の安定化と自立に向けた

支援を行うことが必要である。母子生活支援施設は、適切な職員を配置し、子どもの保育や教育

等を含め、母子について心身の健康の回復や生活基盤の安定化と自立に向けた支援を行うととも

に、退所後についても相談その他の援助を行うことが必要である。   

（４）広域的な対応 

都道府県域を越えて一時保護・施設入所がなされる広域的な対応も増加しており、これら地方

公共団体間の広域的な連携を円滑に実施することが必要である。   

７ 被害者の自立の支援  

（１）関係機関等との連絡調整等  

支援センターが中心となって関係機関の協議会等を設置し、関係機関等の相互の連携体制につ

いて協議を行うとともに、各機関の担当者が参加して、具体的な事案に即して協議を行う場も継

続的に設けることが望ましい。また、手続の一元化や同行支援を行うことにより、被害者の負担

の軽減と、手続の円滑化を図ることが望ましい。   

（２）被害者等に係る情報の保護  

支援センターは、住民基本台帱の閲覧等に関し、被害者を保護する観点から、加害者からの請

求については閲覧させない等の措置が執られていることについて、情報提供等を行うことが必要

である。また、住民基本台帱からの情報に基づき事務の処理を行う関係部局においては、閲覧等

の制限の対象となっている被害者について、特に厳重に情報の管理を行うことが必要である。外

国人登録原票については、原則として非公開であり、その取扱いには十分な注意が求められるこ

とについて、徹底することが必要である。  

（３）生活の支援  

福祉事務所及び母子自立支援員においては、法令に基づき被害者の自立支援を行うことが必要

である。福祉事務所においては、生活保護の申請を受けて、扶養義務者に対して扶養の可能性を

調査する際の方法や範囲等に関し、被害者の安全確保の観点から適切に配慮することが必要であ

る。  

（４）就業の支援  

公共職業安定所や職業訓練施設においては、被害者一人一人の状況に応じたきめ細かな就業支
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援に積極的に取り組むことが必要である。また、子どものいる被害者については、母子家庭等就

業・自立支援センターにおける就業相談等の活用についても積極的に促すことが必要である。   

（５）住宅の確保  

公営住宅の事業主体において、被害者の自立支援のため、公営住宅の優先入居や目的外使用等

の制度が一層活用されることが必要である。また、都道府県等においては、身元保証人が得られ

ないことでアパート等の賃借が困難となっている被害者のための身元保証人を確保するための事

業の速やかな普及を図ることが望ましい。  

（６）医療保険  

被害者が被害を受けている旨の証明書を持って保険者に申し出ることにより、健康保険におけ

る被扶養者又は国民健康保険組合における組合員の世帯に属する者から外れること、また、第三

者行為による傷病についても、保険診療による受診が可能であること等の情報提供等を行うこと

が必要である。  

（７）年金  

被害者が社会保険事務所において手続をとることにより、国民年金原簿等に記載されている住

所等が知られることのないよう、秘密の保持に配慮した取扱いが行われること等について、情報

提供等を行うことが必要である。  

（８）子どもの就学･保育等  

支援センターは、被害者等の安全の確保を図りつつ、子どもの教育を受ける権利が保障される

よう、教育委員会、学校と連絡をとるとともに、被害者に対し、必要な情報提供を行うことが必

要である。国においては、市町村に対し、保育所への入所については、母子家庭等の子どもにつ

いて、保育所入所の必要性が高いものとして優先的に取り扱う特別の配慮を引き続き求めるよう

努める。また、支援センターにおいては、住民票の記載がなされていない場合であっても、予防

接種や健診が受けられることについて、情報提供等を行うことが必要である。   

（９）その他配偶者暴力相談支援センターの取組   

離婚調停手続等について各種の法律相談窓口を紹介するなど、被害者の自立を支援するために

必要な措置を講ずることが望ましい。資力の乏しい被害者が無料法律相談等民事法律扶助制度を

利用しやすくするため、日本司法支援センターに関する情報の提供を行うことが望ましい。また、

住民票の記載がなされていない場合の介護給付等の扱いについて情報提供を行うことが必要であ

る。  

８ 保護命令制度の利用等  

（１）保護命令制度の利用  

被害者が保護命令の申立てを希望する場合には、申立先の裁判所や申立書等の記入方法等につ

いての助言を行うとともに、保護命令の手続の中で、申立書や添付した証拠書類の写し等が裁判

所から相手方に送付されること等について、被害者に対し説明することが必要である。  

（２）保護命令の通知を受けた場合の対応  

ア 警察  

速やかに被害者と連絡を取り、被害者の意向を確認した上で被害者の住所又は居所を訪問する

などして、緊急時の迅速な通報等について教示することが必要である。また、加害者に対しても、

保護命令の趣旨及び保護命令違反が罪に当たることを認識させ、保護命令が確実に遵守されるよ

う指導警告等を行うことが必要である。  
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イ 配偶者暴力相談支援センター  

速やかに被害者と連絡を取り、安全の確保や、親族等への接近禁止命令が出された場合には、

当該親族等へその旨連絡すること等、保護命令発令後の留意事項について情報提供を行うことが

必要である。また、警察と連携を図って被害者の安全の確保に努めることが必要である。   

９ 関係機関の連携協力等  

（１）連携協力の方法  

被害者の支援のためには、関係機関が共通認識を持ち、日々の相談、一時保護、自立支援等様々

な段階において、緊密に連携しつつ取り組むことが必要である。   

（２）関係機関による協議会等  

関係部局や機関の長により構成される代表者会議、被害者の支援に直接携わる者により構成さ

れる実務者会議、実際の個別の事案に対応する個別ケース検討会議等、重層的な構成にすること

が望ましい。参加機関としては、都道府県又は市町村の関係機関はもとより、関係する行政機関、

民間団体等について、地域の実情に応じ、参加を検討することが望ましい。   

（３）関連する地域ネットワークの活用  

関連の深い分野における既存のネットワークとの連携や統合により、関連施策との連携協力を

効果的かつ効率的に進めることについても、検討することが望ましい。   

（４）広域的な連携  

市町村又は都道府県の枠を越えた関係機関の広域的な連携が必要になる場合も考えられること

から、あらかじめ、近隣の地方公共団体と連携について検討しておくことが望ましい。   

10 職務関係者による配慮・研修及び啓発  

（１）職務関係者による配慮  

職務関係者は、配偶者からの暴力の特性等を十分理解した上で、被害者の立場に配慮して職務

を行うことが必要である。特に被害者と直接接する場合は、被害者に更なる被害（二次的被害）

が生じることのないよう配慮することが必要である。職務を行う際は、被害者等に係る情報の保

護に十分配慮することが必要である。また、被害者には、外国人や障害者である者等も当然含ま

れていること等に十分留意しつつ、それらの被害者の立場に配慮して職務を行うことが必要であ

る。  

（２）職務関係者に対する研修及び啓発  

研修及び啓発の実施に当たっては、配偶者からの暴力の特性や被害者の立場を十分に理解した

上での対応が徹底されるよう配慮することが必要である。特に、被害者と直接接する立場の者に

対する研修及び啓発においては、二次的被害の防止の観点が重要である。   

11 苦情の適切かつ迅速な処理  

関係機関においては、申し出られた苦情について、誠実に受け止め、適切かつ迅速に処理し、必

要に応じ、職務の執行の改善に反映するとともに、可能な限り処理結果について申立人に対する説

明責任を果たすことが望ましい。  

12 教育啓発  

（１）啓発の実施方法と留意事項  

啓発の実施に際しては、関係機関が連携協力して取り組むことが効果的だと考えられる。啓発

を通じて、地域住民に対して、配偶者からの暴力に関する的確な理解と協力が得られるよう努め

ることが必要である。  
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（２）若年層への教育啓発  

配偶者からの暴力の防止に資するよう、学校・家庭・地域において、人権尊重の意識を高める

教育啓発や男女平等の理念に基づく教育等を促進することが必要である。   

13 調査研究の推進等  

（１）調査研究の推進  

国においては、加害者の更生のための指導の方法に関する調査研究について、いかに被害者の

安全を高めるか等をその目的とするよう留意して、配偶者からの暴力に関する加害者に対する指

導等の実施に向けた調査研究の推進に努める。また、被害者の心身の健康を回復させるための方

法等について、配偶者からの暴力の被害の実態把握や被害者の自立支援に寄不するため、調査研

究の推進に努める。  

（２）人材の育成等  

関係機関は、被害者の支援に係る人材の育成及び資質の向上について、職務関係者に対する研

修等を通じ、十分配慮することが必要である。  

 

14 民間の団体に対する援助等  

配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護を図るためには、国、都道府県及び市町村と、民間団

体等とが緊密に連携を図りながら、より効果的な施策の実施を図っていくことが必要である。どの

ような連携を行うかは、それぞれの地域の実情と民間団体等の実態等を踏まえ、それぞれの都道府

県又は市町村において判断することが望ましい。   

 

第３ その他配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護のための施策の実施に関する重要事項   

１ 基本方針に基づく施策の実施状況に係る評価    

国及び地方公共団体における施策の実施状況等を把握するとともに、基本方針に基づく施策の実

施状況に係る評価を適宜行い、必要があると認めるときは、その結果に基づいて必要な措置を講ず

るものとする。  

２ 基本計画の策定・見直しに係る指針  

（１）基本計画の策定  

基本計画の策定に際しては、その地域における配偶者からの暴力をめぐる状況や施策の実施状

況を把握することが必要である。策定に当たっては、基本方針に掲げた各項目の関係部局が連携

して取り組むことが望ましい。また、被害者の支援に取り組む民間団体等広く関係者の意見を聴

取することが望ましい。   

（２）基本計画の見直し等  

基本計画については、基本方針の見直しに合わせて見直すことが必要である。なお、計画期間

内であっても、新たに基本計画に盛り込むべき事項が生じるなどの場合は、必要に応じ、基本計

画を見直すことが望ましい。  

 

別添 保護命令の手続 

 

 

 



- 50 - 

 

 資料３ 

 

 

名古屋市配偶者からの暴力防止及び被害者支援基本計画(第 2 次) 

検討会議設置要綱 

 

（設置） 

第１条 配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律（平成 13 年法律第 31 号）

第 2 条の 3 第 3 項の規定に基づき、名古屋市におけるドメスティック・バイオレンス（以

下「ＤＶ」という。）対策の総合的な推進を図ることを目的として、「名古屋市配偶者か

らの暴力防止及び被害者支援基本計画(第 2 次)」（以下「第 2 次ＤＶ基本計画」という。）

の策定に資するため、名古屋市配偶者からの暴力防止及び被害者支援基本計画(第 2 次)

検討会議（以下「検討会議」という。）を設置する。 

 

（協議事項） 

第２条 検討会議は、次の各号に掲げる事項について協議する。 

 （１）第 2 次ＤＶ基本計画の策定に関すること。 

 （２）その他検討会議が必要と認める事項 

 

（組織） 

第３条 検討会議の委員は、15 名以内とし、次の各号に掲げる者のうちから子ども青尐年

局長が依頼する。 

 （１）学識経験者 

（２）関係団体から推薦された者 

 （３）関係行政機関の職員 

 

（任期） 

第４条 委員の任期は、前条による依頼をした日から平成 24 年 3 月 31 日までとする。 

 

（会長及び副会長） 

第５条 検討会議に、会長及び副会長を置く。 

２ 会長は、委員の互選により、副会長は、会長の指名により定める。 

３ 会長は、会務を総理し、検討会議を代表する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代理する。 

 

（会議） 

第６条 検討会議は会長が招集し、その議長となる。 

２ 検討会議は、必要に応じて関係者から意見を聞くことができる。 
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（会議の公開） 

第７条 検討会議は、その会議を公開するものとする。ただし、次に掲げる場合であって

当該会議で非公開を決定したときは、この限りではない。 

 （１）非公開が含まれる事項について協議等を行う会議を開催する場合 

 （２）会議を公開することにより、当該会議の適正な運営に著しい支障が生ずると認め

られる場合 

 

（庶務） 

第８条 検討会議の庶務は、子ども青尐年局子ども育成部子ども福祉課及び総務局総合調

整部男女平等参画推進室において処理する。 

 

（その他） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、検討会議の運営その他必要な事項は、会長が定め

る。 

 

  附 則 

 この要綱は、平成 23 年 5 月 1 日から施行する。 
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資料４ 

 

○名古屋市配偶者からの暴力防止及び被害者支援基本計画（第 2 次） 

検討会議委員 

 

（５０音順、敬称略） 

氏  名 所   属 

隠岐 美智子 ＮＰＯフェミニストサポートセンター・東海  

○可児 康則 愛知県弁護士会 

菊地 夏野 名古屋市立大学人文社会学部現代社会学科 

北川 秀樹 愛知県・名古屋市母子施設連盟 

小久保 裕美 子どもの虐待防止ネットワークあいち 

小坂 清子 名古屋市医師会 

笹原 艶子 かけこみ女性センターあいち 

澤井 重徳 愛知県警察本部生活安全部 

◎杉本 貴代栄 金城学院大学現代文化学部コミュニティ福祉学科 

北澤 美和 愛知県医療ソーシャルワーカー協会 

波多野 悟 愛知県健康福祉部 

久松 義治 名古屋法務局人権擁護部 

堀田 伊久子 愛知県女性相談センター 

◎会長 ○副会長       

 

任 期 ： 平成 23 年 5 月 1 日から平成 24 年 3 月 31 日まで   
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資料５ 

 

○名古屋市配偶者からの暴力防止及び被害者支援基本計画(第 2 次)検討会議等

開催状況 

 

 開催日       会   議        内  容 

平成 23 年 

5 月 19 日 

第 1 回名古屋市男女平等参画推進

協議会幹事会・第 1 回配偶者から

の暴力防止及び被害者支援協議会

幹事会 

○「名古屋市配偶者からの暴力防止及び

被害者支援基本計画」について 

 ・推進状況について 

 ・第 2 次ＤＶ基本計画の策定について  

5 月 30 日 第 1 回名古屋市男女平等参画推進協

議会・第 1 回配偶者からの暴力防止

及び被害者支援協議会 

○「名古屋市配偶者からの暴力防止及び

被害者支援基本計画」について 

 ・推進状況について 

・第 2 次ＤＶ基本計画の策定について 

6 月 30 日 第 1 回名古屋市配偶者からの暴力防

止及び被害者支援基本計画(第 2 次)

検討会議 

○「名古屋市配偶者からの暴力防止及

び被害者支援基本計画(第２次)」の策

定について 

○「名古屋市配偶者からの暴力防止及

び被害者支援基本計画」の取り組み

状況について 

○ＤＶ被害者支援ニーズ調査(案)につ

いて 

○「名古屋市配偶者からの暴力防止及

び被害者支援基本計画(第２次)」の策

定に向けた意見交換について 

９月 26 日 第 2 回配偶者からの暴力防止及び被

害者支援協議会幹事会 

○「名古屋市配偶者からの暴力防止及

び被害者支援基本計画(第２次)」の骨

子案について 

○「名古屋市配偶者からの暴力防止及び

被害者支援基本計画(第２次)」におけ

る具体的施策（事業）（案）について 

9 月 27 日 第 2 回名古屋市配偶者からの暴力防

止及び被害者支援基本計画(第 2 次)

検討会議 

○「名古屋市配偶者からの暴力防止及び

被害者支援基本計画(第２次)」の策定

について 

・「名古屋市配偶者からの暴力防止及

び被害者支援基本計画(第２次)」

の骨子案について 

・ＤＶ被害者支援ニーズ調査結果の概

要について 
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11 月 24 日 第 3 回配偶者からの暴力防止及び被

害者支援協議会幹事会 

○「名古屋市配偶者からの暴力防止及

び被害者支援基本計画(第２次)(案)」

について 

○パブリックコメントについて  

12 月 9 日 第 3 回名古屋市配偶者からの暴力防

止及び被害者支援基本計画(第 2 次)

検討会議 

 

○「名古屋市配偶者からの暴力防止及

び被害者支援基本計画(第２次)」の策

定について 

・「名古屋市配偶者からの暴力防止

及び被害者支援基本計画(第２

次)(案)」について 

・パブリックコメントについて  

３月 19 日 第 2 回名古屋市男女平等参画推進協

議会幹事会・第 4 回配偶者からの暴

力防止及び被害者支援協議会幹事

会 

○「名古屋市配偶者からの暴力防止及

び被害者支援基本計画(第２次)(案)」

について 

３月 21 日 第 4 回名古屋市配偶者からの暴力防

止及び被害者支援基本計画(第 2 次)

検討会議 

○「名古屋市配偶者からの暴力防止及

び被害者支援基本計画(第２次)(案)」

について 

３月 26 日 第 2 回名古屋市男女平等参画推進協

議会・第 2 回配偶者からの暴力防止

及び被害者支援協議会 

○「名古屋市配偶者からの暴力防止及び

被害者支援基本計画(第 2 次)(案)」に

ついて 
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資料 6-１ 

 

ＤＶ被害者支援ニーズ調査（支援者調査）の概要 

 

 
Ⅰ 調査の目的 

本調査は、「名古屋市配偶者からの暴力防止及び被害者支援基本計画（第 2 次）」を策定する

ための基礎資料として、行ったものである。ＤＶ被害者支援現場の現状を把握すること、それ

により、支援者が求める具体的な支援策を探ることを目的とするものである。  

 

 

Ⅱ 調査方法と回収結果 

ＤＶ支援を行っていると想定される部署・機関 118 ヵ所に 2011 年 8 月に調査票を 773 枚配

布し、392 枚回収した。 

 配布した調査票をコピーして配布しているところもあるため、調査票の数が不明であり、回

収率は特定できないが、同時に、現場の支援者間で広く調査票が配布されたということであり、

現場の声をよく反映した結果になっているとも考えられる。  

 ここでは、単純集計について報告する。  

 

 １ 年齢   

20 歳代（69） 30 歳代（96） 40 歳代（82） 50 歳代（109） 60 歳代（27） 

未記入（9）                             

 

２ 性別   

女性（288）  男性（102） 未記入（2）               

 

３ 勤務場所  

社会福祉事務所（85） 社会福祉施設（32） 民間シェルタ－（4） 

医療機関（32） 警察署（32） その他（202）  

未記入（5）                              

                                                  

４ 就業形態 

常勤（308） 非常勤嘱託（73） その他（3） 未記入（8）                             

 

 

Ⅲ ＤＶ被害者への対応について 

問１ 2009 年 4 月から 2011 年 3 月の 2 年間で、あなたがＤＶ被害者への対応を迫られたこと

はありましたか？ 

・まったくなかった（97） 

・1、2 件はあった（119） 
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・数件、もしくはそれ以上あった（162） 

・未記入（14） 

 

問２ あなたがこれまでに利用したことがある支援策を教えてください。（複数回答） 

（１）住まいへの支援 

  ・社会福祉施設（163） ・一時保護（142） ・緊急保護等（141） 

・民間シェルター等（71） ・市営住宅（65） ・その他（38） 

（２）経済的な支援 

・生活保護（182） ・マザーズハローワーク等（49）  

・母子家庭を対象とした貸付制度（41）・母子家庭就業支援講座（29）・その他（28） 

（３）こころとからだへの支援 

・つながれっとＮＡＧＯＹＡの「女性のための総合相談」など（140） 

・民間団体のＤＶ被害者のためのサポートグループ（48） 

・名古屋市の見守り・同行支援事業（31） ・その他（22） 

（４）ＤＶ被害者の安全対策   

・ＤＶ相談の証明に関する手続き（286） ・居住地での健康診断・予防接種など（154）  

・住民基本台帳の閲覧等の制限（126）  ・居住地での学校入学や保育園入所（104） 

・保護命令申立て（98） ・広域避難（31） ・その他（16） 

（５）その他の支援策 

・名古屋市法律問題援助事業（35） ・名古屋市通訳派遣事業（10） 

・その他（17） 

 

問３ あなたがこれまでに連携したことがある（電話で連絡をとりあう等）部署・機関を教え

てください。（複数回答） 

・区役所（274） ・愛知県女性相談センター（160） ・警察署（143）  

・病院などの医療機関・保健所（116） ・社会福祉施設（110）  

・名古屋市児童福祉センター（108） ・保育園（99） ・学校（90） ・婦人保護

施設（61） ・名古屋市配偶者暴力相談支援センター（60）・ＤＶ被害者支援民間団

体（49）・名古屋市男女平等参画推進センター（45）・その他（44） 

・連携した部署・機関はなかった（12） 

 

 

問４ 関係部署・機関と連携するうえで、これまでに困ったことがありましたか？ 

（該当するものひとつに、○をしてください） 

・関係部署・機関との連携で困ったことはなかった（113） 

・連絡したが、期待する対応が得られなかった（99） 

・どこの部署・機関に連絡したらいいかわからなかった（48） 

・その他（26）：（具体的に：「区や機関により仕組みや対応が違う」「個人情報や加害

者への対応」など） 

・未記入（106） 
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問５ 関係部署・機関との円滑な連携をすすめていくために、あなたが必要だと思われること

を教えてください。（自由記述） 

  ・定期的な研究会・連絡会議・ケース会議の開催、日頃からのネットワークなど。  

  ・休日・夜間など区役所閉庁時の対応  

  ・ＤＶに対する認識を深める必要性  

  ・研修の充実 

  ・相談員や相談担当者の増員 

  ・高齢者・障害者・外国人など複数の問題を抱えるケースの支援の難しさ  

   

 

Ⅳ 加害者対応について 

問６ あなたはこれまでに、ＤＶ加害者やその家族から、被害者やその同伴家族に関する情報

を求められたことがありますか？ それは、誰からですか？ 

・ある（161）        

・ない（228） 

・未記入（3） 

 

「ある場合は、誰から？」 

・加害者（135） ・加害者の家族（55） ・被害者の家族（38） ・わからない（3） 

・その他（13）   

 

問７ 被害者やその同伴家族に関して、どのような情報を求められましたか？具体的に教えて

下さい。そのときにとった対応、その結果についてもご記入ください。 

・求められた情報の内容：「妻子の居所」「妻子と会う方法」がほとんどであった。 

・その時の対応：「個人情報は教えられない」「相談に来たかどうかも含めて教えられ  

ない」がほとんどだったが、「教示できる範囲で教示した」もあった。                           

  

 

Ⅴ 研修について 

問８ あなたがこれまでに受けた研修を教えてください（複数回答）。 

・名古屋市主催の「女性に対する暴力防止に関する研修」（90） 

・所属主催のＤＶ研修（79） 

・民間団体主催のＤＶ研修（59） 

・愛知県主催のＤＶ研修（58） 

・内閣府主催のＤＶ研修（31） 

・名古屋市主催の職務関係者研修（28） 

・厚生労働省主催のＤＶ研修（13） 

・その他（29） 
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問９ 今後、どのようなテーマのＤＶ研修が必要だと考えますか？（自由記述） 

 ＜研修テーマ＞ 

・多機関の対応などＤＶ対策全体をとりあげる 

  ・被害女性の心理・精神的ケアに関すること 

  ・支援者のメンタルヘルス 

  ・加害者への対応・加害者プログラム 

  ・子どもへの対応・虐待との関連、親子の暴力 

  ・外国人・高齢者への対応 

 

＜研修の方法＞ 

  ・職域ごと・部署別（相談員・事務職・役職別等、職員全体）  

  ・ケースを基にした研修 

  ・ＤＶ体験談（被害者の声を聞く）  

  ・回数増・定期的な開催 

 

 

問 10 ＤＶ被害者支援の充実について、ご意見があればお聞かせください。（自由記述） 

＜体制について＞ 

  ・支援者の待遇改善と人員増加  

  ・女性福祉相談員を正規で継続して雇用する  

  ・時間外・緊急時の対応を拡充・24 時間体制へ 

  ・連携のために人事交流を行う  

  ・市配暴センターの機能の明確化・連携の再検討  

  ・子ども青尐年局の今後の制度設計  

 

＜実践の課題＞ 

  ・暴力全体を対象に含める（家庭内暴力・高齢者虐待・子ども虐待）  

  ・高齢ＤＶ被害者への支援（一時保護入所を柔軟に）  

  ・精神疾患のあるＤＶ被害者への支援  

  ・母子だけでなく単身女性への支援の拡充  

  ・加害者への支援 

  ・男性の被害者への支援 

  ・機関によりＤＶの認識や対応に差があること  

  ・民間支援団体へのバックアップ 
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資料 6-2 

 

 

 

 

ＤＶ被害者支援ニーズ調査（ＤＶ被害当事者ヒアリング調査）の概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「名古屋市配偶者からの暴力防止及び被害者支援基本計画（第 2 次）」策定 

 の基礎資料とするために、平成 23 年度に実施した「ＤＶ被害当事者ヒアリン  

 グ調査」の概要です。 

ご協力いただいた皆様のご了解を得て、掲載しています。 

自らのつらい経験をお話くださった皆様に、お礼申し上げます。 

 

  ヒアリングでは、「ＤＶの実態」「子どもへの暴力」「相談機関等の対応」 

 などについてお話いただきました。二次的被害（相談した先で再び傷つくこと） 

 も明らかになっています。愛知県外の関係機関も含まれていますが、そのまま 

掲載しています。 

  このヒアリング内容が、ＤＶ被害者が直面するさまざまな困難を、多くの皆 

様にご理解いただく契機となれば幸いです。 

 

今後は、このヒアリング内容を研修で活用するなど、ＤＶ被害者の声を真摯 

に受け止め、被害者の立場にたったＤＶ対策の推進に努めていきたいと考えて 

います。 
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１ ＤＶの実態 

 

（１）身体的暴力 

・髪の毛をひきずられ、身体中にあざができたが、病院で露見しないよう重症を負わせないよ 

うにしていた。 

・殴る、蹴る、物を投げる お湯をかける 液体洗剤を頭からかけるなど日常的だった。歯の 

矯正器具が貫通したこともある。 

・「髪の毛を引っ張る」「馬乗りになって、顔につばを吐く」「頬をぶつ」など。３ヶ月サイクル

で、優しいときはそんなになかった。子どもの前で、私の顔を殴り、「言うことを聞け」と。 

・殴る、蹴る、葉巻の火を押し付けるなど。全身打撲。髪の毛も丸坊主にされた。暴力のサイ

クルがだんだん短くなった。 

 

（２）精神的暴力 

・言葉による拘束 社会関係の制限 旅行に行かせないなど。何かにつけてかんしゃくを起こ 

して暴力が日常的になった。私に向って「性格が曲がっているから怪我したんだ」「料理が下 

手、セックスが下手」「田舎者、百姓」「育ちが悪い、教養がない」などと言う。うんざりし 

て子どもを連れて友人宅にいつも避難していた。夫は謝罪して迎えにくるが、1 週間経つと 

逃げたことを責める。 

・生活費を渡さない。避妊に協力しない。妊娠すると機嫌が良くなるが、機嫌が悪いと「俺の

子じゃない」とおなかを蹴る。職場から家に何度も電話をかけてくる。仕事はやらせたがっ

たが、働くと、「この家には主婦がいない」と文句を言い、仕事をやめて主婦になると、ま

た文句を言う。浮気はしょっちゅうだったが証拠がつかめなかった。 

・他人に分かるような傷やアザになるような暴力はしなかった。言葉の暴力や、脅迫的な行為、

物で殴ろうとして寸前で止める、を繰り返す。 

 

（３）性的暴力 

・望まない性行為を強要されたり、避妊をしてもらえなかったり、その結果、中絶を何度も繰

り返した。その影響か、現在子宮系の病気にかかっている。 

・避妊に協力してくれない。半レイプ。ビデオを撮られていた。 

 

（４）子どもへの暴力 

・夫は、都合のいいときだけ子どもをかわいがる。子どもの面倒はほとんど見ない。 

・娘や息子にも暴力があった。息子が幼稚園児の時、夫は長男に向けてフォークを投げ、「目に

刺されば良かったのに」と言った。 

・息子にも暴力があり、息子が血だらけで、風呂場に閉じ込められていた。 

・長女に厳しくしつけ。夫が長女に勉強を教えるようになった 分からないことがあると厳し

くするので、算数恐怖症になった。わたしが逆らうと長女を間に入れて、「お前が馬鹿だとい

うことを子どもに自覚させないといけない」と夫は言う。何かあると長女の携帯に電話が来

るので長女はパニックになった。置き手紙をして家を出た。実家が同居させてくれたが、長 
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女は不登校に。長女は自分を殺していつも他人の顔色をうかがっている状態。 

・高校のときに子どもが不登校になった。子どもへの締め付けが厳しかった。夫は、「学校に行

け」と暴力をふるった。 

・子どもにも影響が出てきて、思い通りにいかないと、子どもは暴力をふるい、どなり散らす。

きょうだい喧嘩がすごい。流血沙汰になる。最近やっと喧嘩をしなくなった。  

 

（５）ＤＶのきっかけ 

・突然ぶちきれて松葉杖でなぐりかかってきた。以前から嫉妬深く猜疑心が強かった。 

・結婚してすぐ暴力が始まった。新婚旅行で、ささいなことで怒り出し、「（おれは）他人には

優しいけど身内には厳しい」と言う。子どもが生まれてからエスカレートした。 

・仕事仲間の男性を好きになって、ばれて（暴力が）壮絶になった。1～2 年くらい続いた。 

 

（６）ＤＶの影響 

・結婚当初からＤＶがあったが、気づかなかった。鬱っぽくなって通院し、カウンセリングを

受けた。医者から「原因がある鬱だ」といわれた。ＤＶが原因だった。  

・家庭内レイプと言葉の暴力。夫の帰宅が恐ろしかった。何時間もののしられ、精神的にもぼ

ろぼろになった。毎日、「殺されるんじゃないか」「自分が殺すんじゃないか」と思っていた。

ナイフや包丁は隠していた。 

・些細なことで怒鳴るので、夫を怒らせないように生活していた。3 人目の子どもを中絶した

ときは、床をドンドンと蹴飛ばし、ひどい暴言だった。ＤＶの影響で子育てに自信がなくな

り中絶した。 

・住民票等の閲覧禁止をかけていたのに、夫に住所がばれた。夫の弁護士が書類を送ってきた。

夫は、「写真を送ってほしい。援助をしたい」などと言ってきた。こわくて不眠、過敏症にな

った。 

・夫は何時間でも怒鳴り続け、夜中眠れなくなり不眠になった。夫が帰宅すると心臓が頻脈に

なり体調不良になった。その間も夫婦生活を強要され苦痛だった。 

 

（７）被害者の気持ち 

・真冬のベランダに一晩中放り出される。どのタイミングで暴力のスイッチが入るか予想でき

なかったので怯えていた。 

・「夫も変わるんじゃないか」と期待していた。夫が落ち着くことを期待して専業主婦にもなっ 

た。 

・顔にアザがあるときは外出せず、食品は宅配してもらい、玄関の覗き穴から人がいないこと

を確認して、取っていた。6 年間同居したが、「お前が○○だから」と言っては暴力された。

ずっと、自分が悪いと思っていた。 

・「もう無理」と思って、夜中にこっそり息子と逃げた。車で追いかけられ、車のガラスを殴ら

れた。「俺から逃げられると思ってるのか」と夫に言われ、絶望感と逃げたいという思い・・。

帰るしかなかった。 

・子どもに被害が及ぶことを最も恐れた。何を理由にキレルか分からなかったので常にビクビ

クし怯えていた。 
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・誰を見ても夫に見える。音や手振りにおびえる。ＰＴＳＤ（心的外傷後ストレス障害）。夫の

帰宅時間になると動悸がして、家事が完璧にできているかどうか、不安になった。 

 

・離婚してひとりでやっていく自信はなかった。子どもの夢を経済的に支援できなくなったら、 

それは自分のエゴなんじゃないかと思っていた。逃げても夫に見つかって、捕まる、子ども 

を奪われて離婚したら何も自分には残らないと思っていた。 

・酒を飲んで暴れることはあったが、父もそうだったので抵抗はなかった。男の人はこういう

ものかと思っていた。 

・男性職員が入居者であるＤＶ被害者の赤ちゃんを抱いてあやしているのを見て、自分の夫と

重ねてしまい、辛くなり傷ついた。 

 

 

２ ＤＶ被害者の生活状況 

 

（１）被害を受けて困ったこと 

・母子手当が、1 年間支給されなくて経済的に苦しかった。 

・生活保護を受けるため、精神科等の医療機関を受診した。しかし、生活保護を受ける為には、

実家を離れなくてはならなかった。子どもも病気だったので家族の助けが必要だった。結局、

生活保護を諦め受診も打ち切った。 

・本名でないと生活保護も受けられないし、診察券も作れない。よその市でできたことが、名

古屋市ではできなかった。 

・病院で「暴力を受けた」と医師に言っても警察に通報が行く訳でもない。全身打撲でも自分

で動かなくてはいけない。病院に行っても「泊めることはできない」といわれ、警察を呼ん

でも「管轄が違う」と断わられそうになった。「タクシーで来てくれ」と言われてもお金は全

くなかった。 

・シェルターの存在は知っていたが、実際にどこに行けばよいかわからなかった。どうすれば

入れるかわからなかった。 

・子どもに必ず影響が出てくるが、受け入れてくれる病院が見つからなかった。 

・ＤＶというと、蹴られて殴られて・・という世間の認識がある。私は、身体的な暴力は尐な

かったが、精神的に追いつめられていた。世間の認識は軽いと感じる。 

 

（２）現在、困っていること 

＜経済的問題＞ 

・経済的に余裕がない。フルタイムのパートをして生活保護も受けているが収入に余裕がなく、

あまり貯金できない。子供の進学を控えて、学費がかかる。（2 人） 

・契約社員で、解雇など将来への不安がある。 

 

＜精神的な問題＞ 

・夫の追跡が恐ろしく、夫から逃げても逃げられない悪夢をみる。娘も、監視している父親の

夢を見て恐怖に苛まれている。被害を受けていた渦中の過去からなかなか解放されない。 
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・心理的に、以前居住していた地域には、帰りたくても帰れない。今でも、夫の車と同車種の

自動車を見かけると恐怖心が甦る。 

・現在もフラッシュバックがあり、夫の悪夢をみる。 

・７年前に突然、うつを発病し、根にＤＶがあることに気づいた。8 ヶ月入院して治療を受け

た。息子も入院した。 

 

＜子どもについて＞ 

・子どもの環境が変わり、新しい学校に慣れるか心配。 

・息子がうりふたつ。大きくなると似てきた。夫のことが思い出されて苦しむ。息子に触られ

ると鳥肌がたつ。生理的に受け入れられない。悩んで色んなところに相談した。 

・息子は現在 27 歳。結婚したが、妻にＤＶしている。妻が泣き叫びながら電話してきたことも

ある。 

 

＜住まい＞ 

・住まいが単身者用のアパートで、布団を 2 枚並べて敷けないほど狭い。子どもの遊ぶ音に苦

情が来る。市営住宅の抽選に 5 回落ちた 福祉用だと設備が悪い。 

 

＜その他＞ 

・保育園の送り迎えが負担。 

・夫が、社会保険の扶養を絶対、はずさないと言っているが、夫の保険証を使うと居場所が分

かってしまう。夫が婚姻費用の支払いを拒否している。 

・離婚裁判で財産分与について係争中なのでストレスがある。 

 

 

３ 相談機関への要望等 

 

（１）相談機関等の対応 

＜知人や親族等＞ 

・地下鉄のホームでつかまえられ殴られたが誰も助けてくれなかった。みんな見て見ぬふり。 

・知人に相談したら「ばかじゃないの、一発なぐられたらすぐ別れるわ」「なんで結婚前に分か

らんかったのか」「あんたがうまくやればいいいのよ」と。私が一番仲良くしている友人に、

夫が泣いて相談した。友人も混乱してしまう。みんなから、「優しそうないいひと」「幸せで

しょ」といわれた。（2 人） 

・父母からは、生活面の全般において自立するまでサポートしてもらった。友人や叔母からも

支援してもらった。（3 人） 

・身内からの二次被害。暴力の愚痴を姉にいうと「あんたが好きで結婚したひとでしょ」と。

（2 人） 

・ブログ仲間（ＤＶ被害者や理解者のグループ 女性のみ）が助けてくれた。「あなたはひとり

じゃないよ」と。 
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＜配偶者暴力相談支援センターなどの公的機関＞ 

・電話で相談したが、聞き流されて親身には取り合ってもらえなかった。 

・公的シェルターでの生活がきつかった。安全かもしれないけど、なんでこんなに規則で固め

られているのか、自由に子どもにおやつも上げられない。子どもたちは、備え付けてあるも

のしか飲めない。就寝時間も決まっている。年度末だったので予算の関係上、１日何杯とか

決まっていた。私たちが悪いことをしているわけじゃないのに、なぜ、こんな生活をしなき

ゃいけないのと思った。利用者同士の交流も止められる。「今後のことは話さないでくれ」と

職員から言われた。1 ヶ月くらい居たが、拘置所のようで、くらい。しんどかった。 

・女性相談員のモラルハラスメント。ため息をついたり、仏頂面でにこりともしない。区役所

で待っていたら無視された。配偶者暴力相談センターの課長さん宛に苦情を出した。 

・母子手当について相談したとき、「働く気がないのか。あんたたちみたいな、働かずして金も

らうような者がいるから市は貧しいんだ。」と男性職員と非難された。 

・相談できる機関がなかった。電話相談で冷たい対応。軽くいなされた。どこに相談したらい

いか分からなかった。公的機関は、あまり分かっていないので安心して話せない  

・「助けて、殺される」と訴えたら、「両親に相談するのが筋でしょ！うちは税金で成り立って

る施設なので、親に相談もしていない人には何もできない。両親に相談してからにしてくだ

さい」と言われた。 

・センターで 2 週間に 1 回カウンセリングを無料面談で受けられた。そのおかげで離婚手続き

や弁護士の選定などもスムーズになり、面談の結果、精神的にも楽になった。 

・センターに電話して相談員さんを頼んだら、「急用ですか？」と聞かれ、そういうわけではな

かったので切った。その後離れてしまった。 

・（夫の元から逃げた後）、私が知らないうちに、夫の身内が娘を扶養している形になっていた。

担当者は、「気にする問題ではない」と。ＤＶ防止センターに相談しても「何もできない」と。 

・職員に独身者が多く、ＤＶ被害について温度差を感じる。同じ経験者でないと分からない心

の痛みは理解してもらえないと感じる。そもそも、男性職員はいらないと被害者同士、意見

が合った。女性の職員も独身が多く、ＤＶ被害者の特有の感情や精神的機微について理解さ 

 れない辛さがある。職員の中に被害経験者がいたほうがいいのではないかと考える。 

 

＜医療機関＞ 

・医療機関に診断書をもらいにいったとき、「ぼくだって奥さんなぐったことある」と言われた。 

何回もお願いに行って、ねばって、やっと診断書を書いてもらった  

・クリニックで、夫の文章を見せたら精神科医師に、鼻で笑われて「このひとは矯正不能だと

思う。あなた、ずいぶん混乱してるね」「離婚か別居」と冷たい対応で、怖くて怖くて・・・。

共依存のグループを勧められたが、そんな余裕はなかった。著名なカウンセラーに思い切っ

て電話し、会いに行った。夫の文章も全部見てもらった。「彼は支配しようとしているだけ こ

の状態が続くと子どもに悪い影響が出てくるから」と、離婚か別居を進められ、弁護士を紹

介してくれた。「あなたの味方になってくれる友達をたくさん作ることが何より大事」と、臨

床心理士を紹介してもらい半年くらい通ったが、私には合わなかった。 
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＜警察＞ 

・呼んでも来てくれなかった。  

・毎回女性署員が対応してくれ、よかった。 

・最初の給料をもらったとき、「おれもう生活費渡さないから」と夫が言った。反論すると襲い

かかってきた。隣に逃げて警察を呼んでもらったが、警察官から「勾留もできるけど仕事上

いろいろあるでしょうし、奥さんが外に泊まるのがいいと思いますけどねえ」といわれた。 

・相談をしたが、何かあったら再度来るようにと言われただけだった。 

・「そんなのどこでもある」「うちでもガツンとやったる」と拒否的だった。 

・警官は来たけど何もしてくれなかった。夫がテレビを投げつけたのに、「夫婦仲良くね」と言

って帰った。 

 

＜家庭裁判所・調停委員＞ 

・「いいご主人じゃないの」と言われた。夫は外面がいいので、自分や娘の辛さは誰にも分かっ

てもらえないという思いがつきまとっていた。（2 人） 

・裁判所のミスで、待合室が同じになった。私の真後ろに夫が立っていた。 

・調停委員（男）が、夫をかばうような発言。「夫さんもすごく反省されてますしねえ」「そう

いう男としか結婚できなかったあんたが悪いんだ。自分を責めろ。くだらない男と結婚した

おまえが悪い。煩わせるな。自分で解決しろ」などの暴言を受けた。（3 人） 

・子どもは、「（父親には）会いたくない」と言っているのに、調停委員は、「子どもを説得して

きてください」と言う。調査官は「無理だ」と言っているのに・・。それで、毎回落ち込む。

（2 人） 

 

（２）支援について望むこと 

＜相談体制について＞ 

・公的機関に電話したが、電話が繋がらないことが頻繁だった。回線が尐ないし、月曜休み、

昼休み、相談も 5 時までと休みが多すぎる。ＤＶ被害者はいつでも電話できるわけではない

ので、緊急性も勘案して 24 時間 365 日体制にして欲しい。相談時間も 20 分で制限があり短

すぎる。 

・被害を受けている当時、夫に監視され電話料金の明細もチェックされていたので、相談機関

に電話できなかった。相談機関にはフリーダイヤルを増やしてもらいたい。 

・24 時間の相談電話があればいい。 

 

＜支援体制について＞ 

・施設ではＤＶ被害者同士の交流を敬遠する傾向がある。もっと、被害者同士が積極的に交流

できるほうがよいのではないか。職員の理解がないと感じる。 

・就職が決まらない。「仕事見つかった？」という職員のプレッシャーに焦り、精神安定剤を服

用するほど追い詰められたＤＶ被害者もいる。 

・ＤＶ被害者は 1 人では動けないので第三者の助けが必要である。夫に監視されたり、子ども

がいると尚更動けない。 
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・生活保護のハードルが高い。 

・住宅が確保されないと仕事が見つからない 仕事が決まらないと住居も決まらない。震災の

被害者と同じように、公営住宅のＤＶ被害者枠があってもいいんじゃないか。 

・高齢のＤＶ被害者、高齢者虐待の枠に入れないはざまのひとへの支援策。 

・ＤＶ被害者は自分を責めたり、ＤＶ被害についても気づいていない人が多いと思う。認知を

広げる必要性を感じる。ＤＶ被害者の自助グループでも行動力がない人が多いので、ＤＶに

立ち向かう教育が必要。 

・夫が海外在住の場合、法的に精通している弁護士が尐なく、対応できる人が殆どいなかった。 

・アパートに引っ越したらそれで終わりということではなく、その後も息長く支援してほしい。

たまに電話をかけてくれるなど。（2 人） 

・カウンセリングは高額なので受けにくい。無料相談が受けられ、しかも同一人物と継続的に

面談できるシステムが必要である。（2 人） 

・情報提供やアドバイスをしてくれる機関が必要。色んな情報、住宅、生活保護等々相談でき

る窓口。住所が夫にばれたとき、誰に相談しても何も分からなかった。 

 

＜自治体による対応の違いについて＞ 

・市外から移転してきた被害者が、1 年で施設を出て行くように急き立てられている。出身の

市町村によって対応が異なる。4～5 年入居している被害者もいる。なぜ、市町村によって対

応が違うのか分からない。改善して欲しい。 

 

（３）名古屋市の施策等について 

・市の施策については知らなかった（2 人）。 

・ＤＶ防止法ができたのは知っていたが、自分には関係のないものと思っていた。ＤＶは、「殴

る。蹴る」のことだと思っていたので。 

・名古屋市の基本計画について知らなかった（2 人）。ＤＶ防止法の詳しい内容は知らなかった。

周囲の友人についてはＤＶの知識がないと思う。 

・名古屋市の基本計画について知っていた。ＤＶ防止法についても知識はあった。 

・両親、叔母など身近な存在は、ＤＶについても関心を示し勉強してくれたが、周囲の友人は

ＤＶの知識がないと思う。 

・ＤＶが正しく理解されていない。「一発なぐられたら速攻別れる」というように受け止められ

ている。深いところまで理解しているひとはいない。過剰にひどい暴力ばかり知られてしま

ってもそれは違う。（暴力の）重い、軽いで比較されても困る。 
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